
河津町静岡県 太地町和歌山県

　秋季火災予防運動消防総合訓練が11月12日（日）に岩岳スキー場駐車場にて行われ、参加者は救出・救助活動、医療・救護活動、
初期消火活動等を訓練し、火災など災害時の心構え・行動等について学びました。
　雪の舞う寒い中での訓練となりましたが、村民の方々にはたくさんの参加をいただき、誠にありがとうございました。

白馬の里にひと集い　くらし健やか　むらごと自然公園白馬の里にひと集い　くらし健やか　むらごと自然公園
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は
く
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伊豆ナンバーが誕生 広州海洋館と学術文化交流締結

姉妹都市コーナー

発
行
・
白
馬
村
役
場
　
〒
399-9393　

長
野
県
安
曇
郡
白
馬
村
大
字
北
城
7025　

　
編
集
・
広
報
編
集
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
http://vill.hakuba.nagano.jp　

電
話
0261-72-5000　

印
刷
　
蔦
友
印
刷
株
式
会
社

人口：11月１日現在9,303人（前月比-5人）男4,629人、女4,674人、3,517世帯

　自動車の「伊豆ナンバー」がお目見えしまし
た。「伊豆はひとつ」の合言葉により、住民の
願いがかなって誕生した伊豆ナンバー。10 月
10 日、JR三島駅前で行われたセレモニーには、
伊豆地区 12 市町の関係者が出席し、テープカ
ットで伊豆ナンバーの誕生を祝いました。風光
明媚な伊豆地域の動く広告塔として、地域振興
への寄与が期待されます。

　９月 14 日、中国の広州海洋館の任迎（レイ・イン）
副社長と李　承唐（リ・チェンタン）館長が当町の
くじらの博物館と学術文化交流を結ぶため、太地町
を訪問しました。広州海洋館は、中国南域に位置す
る広州市内にあり、中国国内でも知名度の高い海洋
館の一つで1998年１月にオープンしています。現在、
バンドウイルカ４頭、南バンドウイルカ４頭、白イ
ルカ２頭、アシカ・アザラシ等 17 頭が飼育されてい
ます。また、同館内にある水槽には数多くの魚類が
展示されています。

　私は八方口にある足湯「薬師の湯」へよく行きます。土日はもとより平日でもお客さん
がおり、白馬を訪れる観光客の憩いの場となっています。
　場所柄白馬の素晴らしい眺望を望むことは出来ませんが、この時期の冷えた空気と対照
的な温泉の暖かさに皆さん寛いでいます。
　行くと必ず観光客の方に話し掛けられますが、その方々とお話できることは、自分の白
馬の見方に変化を与えてくれる良い機会となっています。残念なのは、すぐ前にある塩の
道を走る車が、かなりスピードを出し、話し声を遮るような音を出して通り過ぎていくこ
と・・・アクセルを緩めて車を運転することは、安全運転の為だけでなく、観光の街とし
ても必要な事なのかもしれません。

信州大学山岳科学総合研究所と連携協定締結…２
平成19年度の保育園・保育料について…３
白馬村財政報告③…………………………５
水道の冬じたくについて…………………６

第36回白馬村文化祭………………………１
行事報告・ウイング21ホール公演情報・村人のひろば…２
行事報告・男女共同参画社会の実現を目指して…３
図書館だより………………………………４
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人口：11月１日現在9,303人（前月比-5人）男4,629人、女4,674人、3,517世帯
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期別税目

25日
納期限12月

納期の税金 第８期
第３期

国民健康保険税
固定資産税

期別税目

27日
納期限11月

納期の税金
第７期国民健康保険税

11月・12月納期の税金は上記の通りです。納期限におくれないように納めましょう。口座振替にされている方は11月分が
27日振り替え、12月分が25日振り替えとなりますので前日までに残高の確認をお願いします。



　

来
年
度
は
（
仮
称
）
北
城
地
区
統
合
保
育
園
と
南
部
保
育
園
の
２
ヶ
所
で

保
育
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
よ
り
延
長
保
育
時
間
の
拡
大
、
土
曜
保
育
時
間
は
平
日
と
同

様
に
し
、
新
た
に
休
日
保
育
を
実
施
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

保
育
料
金
に
つ
い
て
は
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
は
か
り
、
次
の
通
り
と
い
た

し
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
保
育
園
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

平
成
19
年
４
月
開
園
予
定
の
（
仮

称
）
北
城
地
区
統
合
保
育
園
の
名
称

を
公
募
し
ま
す
。
白
馬
村
内
の
方
に

限
り
一
人
一つ
ま
で
と
し
て
下
記
の
必

要
事
項
を
記
入
の
上
12
月
20
日
ま
で

に
白
馬
村
役
場
保
健
福
祉
課
ま
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。
名
称
は
白
馬
村

で
決
定
し
ま
す
。

○
応　

募　

先
：
白
馬
村
役
場
保
健
福

祉
課

○
電
　
　

話
：
７
２
―

５
０
０
０

○
F　

A　

X
：
７
２
―

７
０
０
１

○
応
募
用
紙
：
指
定
な
し

○
記
入
事
項
：
住
所
　

氏
名
　

電
話

番
号
　

北
城
地
区
統

合
保
育
園
（
仮
称
）

の
名
称
及
び
理
由

○
応
募
期
限
：
12
月
20
日
（
水
）

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
保
健
福
祉
課
ま
で
。

保
育
園
の
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

保
育
園
の
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

白馬村保育園保育料

各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分

定　　義

生活保護法による被保護世帯
（単給世帯を含む）

徴収基準額（月額）

0

6,000

15,000

21,000

26,000

31,000

40,000

50,000

0

5,000

11,000

17,000

22,000

25,000

25,000

26,000

３歳以上児３歳未満児階 層 区 分

第 １ 階 層

第 ２ 階 層

第 ３ 階 層

第４－１階層

第４－２階層

第 ５ 階 層

第 ６ 階 層

第 ７ 階 層

第１階層及び第４
～第７階層を除
き、前年度分の市
町村民税の額の区
分が次の区分に該
当する世帯

第１階層を除き、
前年分の所得税課
税世帯であって、
その所得税の額の
区分が次の区分に
該当する世帯

市町村民税
非課税世帯

市町村民税
課税世帯

所得税課税額が
30,000 円未満

所得税課税額が
30,000 円以上
64,000 円未満

所得税課税額が 
64,000 円以上
160,000 円未満

所得税課税額が
160,000 円以上
408,000 円未満

所得税課税額が
408,000 円以上

　登録状況は本誌及び白馬村行政ＨＰでお知ら
せしていきます。掲載されたものを譲ってほし
い方、譲りたい方は総務課へご連絡下さい。
　みなさんの、譲りたい物、譲ってほしい物
を登録し、物を大切にする心を育みながら、
資源の節約・ごみの減量に取り組みましょう。

総務課消費者行政担当　URL http://www.vill.hakuba.nagano.jp　E-mail 0248@vill.hakuba.nagano.jp

＊＊＊  登録状況（11月1日現在）  ＊＊＊
◆ゆずります
 ・東芝 DVD 内蔵テレビデオ（21インチ）
　５年程前に購入（DVDは再生のみ）＜２万円＞

◆ゆずってください
 ・現在登録はありません

リサイクル広場リサイクル広場

村長への
意見・提言を
募集しております

村長への
意見・提言を
募集しております

村づくりに対する皆さんのご意見をお寄せください。24時間皆さんの声を受け付けています。
村長室直通 FAX 0261-72-4899　役場 FAX 0261-72-7001
白馬村公式ホームページから http://gyosei.vill.hakuba.nagano.jp/somu/soncyo/form.html

信
州
大
学
山
岳
科
学
総
合
研
究
所
と

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　

白
馬
村
で
は
、
平
成
18
年
10
月
27
日
、
信

州
大
学
に
お
い
て
信
州
大
学
山
岳
科
学
総
合

研
究
所
と
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
包
括
的
な
連
携
の
も
と
、
環
境
、

産
業
、
教
育
、
文
化
等
の
分
野
で
相
互
に
協

力
し
、
地
域
の
発
展
と
人
材
の
育
成
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
交
流

実
績
か
ら
白
馬
村
が
申
し
入
れ
、
協
定
締
結

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
連
携
事
項
に
伴
う
事
業
の

企
画
や
実
施
、
情
報
・
資
源
・
各
種
成
果
の

共
同
利
用
な
ど
に
つ
い
て
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
協
働
の
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
村
内
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
及
び
地
域
づ
く
り
団
体
な

ど
か
ら
も
地
域
に
関
す
る
連
携
事
項
を
募
集

し
、
白
馬
村
が
一
体
と
な
っ
て
連
携
を
深
め
る

こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

具
体
的
な
連
携
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

１
　

自
然
環
境
及
び
生
活
環
境
の
保
全
に

関
す
る
こ
と
。

　

２
　

地
域
産
業
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

　

３
　

教
育
及
び
人
材
育
成
に
関
す
る
こ
と
。

　

４
　

地
域
文
化
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

　

５
　

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と
。

　

６
　

学
術
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

　

７
　

健
康
・
福
祉
に
関
す
る
こ
と
。

　

各
団
体
等
か
ら
、
連
携
事
項
に
関
し
て
要

望
の
あ
る
場
合
や
、
個
人
で
も
提
言
が
あ
れ

ば
、
総
務
課
企
画
係
（
内
線
1
2
2
）
も
し

く
は
、
白
馬
村
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
の

う
え
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　

調
印
を
終
え
、
握
手
を
交
わ
す
鈴
木

信
州
大
学
山
岳
科
学
総
合
研
究
所
所

長
（
左
）
と
太
田
白
馬
村
長

協
働
の
む
ら
づ
く
り
と
し
て

「
地
区
担
当
職
員
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す

　

村
民
と
行
政
が
協
働
す
る
村
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
行
政
区
の
自
主
的
な
地
域
づ

く
り
を
お
手
伝
い
し
、
村
政
の
円
滑
な
運
営

に
役
立
つ
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
地
区
担
当

職
員
制
度
」
が
11
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

○
制
度
の
目
的

　

む
ら
づ
く
り
を
進
め
る
第
一
歩
は
地
域
へ
の

愛
着
を
持
つ
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

歴
史
や
文
化
、
資
源
を
見
直
し
、
取
り
組
み

の
中
で
地
域
の
魅
力
を
引
き
出
し
、
新
た
な

活
力
に
繋
げ
ま
し
ょ
う
。

　

「
地
区
担
当
職
員
制
度
」
は
、
地
区
の
皆

さ
ん
と
地
区
担
当
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て
、
身

近
な
課
題
や
地
域
の
あ
る
べ
き
姿
な
ど
に
つ
い

て
、
お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
な
が
ら
話
し

合
い
、自
主
的
な
活
動
を
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

　

こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
村

が
一
体
と
な
っ
た
協
働
の
村
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

○
地
区
担
当
職
員
の
役
割

　

地
区
担
当
職
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
の

ほ
か
に
「
地
区
担
当
職
員
」
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
こ
と
を
行
い
ま
す
。

①
第
１
・
第
３
月
曜
日
に
区
長
さ
ん
へ
の
文
書

等
を
配
布
し
ま
す
。

②
地
区
の
皆
さ
ん
が
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を 　

す
る
た
め
の
相
談
や
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

③
地
区
の
実
態
を
把
握
し
、
地
域
の
課
題
に
つい

て
皆
さ
ん
と
解
決
に
向
け
て
話
し
合
い
ま
す
。

＊
な
お
、
こ
の
制
度
に
よ
る
任
期
は
３
年
で
、

担
当
職
員
を
見
直
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
地
区
担
当
職
員
制
度
の
活
用
方
法

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
関
係
は
、
次
の
図
の
と

お
り
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
役
場
の
各
課
等
の
窓
口
が

分
か
っ
て
い
る
よ
う
な
相
談
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
直
接
行
っ
て
い
た
だ
い
て
か
ま
い

ま
せ
ん
。

　

地
域
づ
く
り
の
各
種
相
談
に
つい
て
は
、
原
則

と
し
て
地
区
役
員
経
由
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
企
画
係
（
内
線
1
2
2
）

地域
づくり

老人
クラブ

花の里
づくり委員

地区担
当職員

各種団体学　校

子ども会

消防団

当　役
例

�
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育
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保
育
を
行
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ま
す
。
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保
育
時
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保
育
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し
、
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の
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、
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通
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と
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予
定
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育
園
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称
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公
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。
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内
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方
に
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り
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人
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ま
で
と
し
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下
記
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必

要
事
項
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上
12
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20
日
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白
馬
村
役
場
保
健
福
祉
課
ま
で
応

募
し
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く
だ
さ
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は
白
馬
村

で
決
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し

○
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所
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電
話

番
号
　

北
城
地
区
統

合
保
育
園
（
仮
称
）

の
名
称
及
び
理
由

○
応
募
期
限
：
12
月
20
日
（
水
）

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
保
健
福
祉
課
ま
で
。

保
育
園
の
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

保
育
園
の
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

白馬村保育園保育料

各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分

定　　義

生活保護法による被保護世帯
（単給世帯を含む）

徴収基準額（月額）

0

6,000

15,000

21,000

26,000

31,000

40,000

50,000

0

5,000

11,000

17,000

22,000

25,000

25,000

26,000

３歳以上児３歳未満児階 層 区 分

第 １ 階 層

第 ２ 階 層

第 ３ 階 層

第４－１階層

第４－２階層

第 ５ 階 層

第 ６ 階 層

第 ７ 階 層

第１階層及び第４
～第７階層を除
き、前年度分の市
町村民税の額の区
分が次の区分に該
当する世帯

第１階層を除き、
前年分の所得税課
税世帯であって、
その所得税の額の
区分が次の区分に
該当する世帯

市町村民税
非課税世帯

市町村民税
課税世帯

所得税課税額が
30,000 円未満

所得税課税額が
30,000 円以上
64,000 円未満

所得税課税額が 
64,000 円以上
160,000 円未満

所得税課税額が
160,000 円以上
408,000 円未満

所得税課税額が
408,000 円以上

　登録状況は本誌及び白馬村行政ＨＰでお知ら
せしていきます。掲載されたものを譲ってほし
い方、譲りたい方は総務課へご連絡下さい。
　みなさんの、譲りたい物、譲ってほしい物
を登録し、物を大切にする心を育みながら、
資源の節約・ごみの減量に取り組みましょう。

総務課消費者行政担当　URL http://www.vill.hakuba.nagano.jp　E-mail 0248@vill.hakuba.nagano.jp

＊＊＊  登録状況（11月1日現在）  ＊＊＊
◆ゆずります
 ・東芝 DVD 内蔵テレビデオ（21インチ）
　５年程前に購入（DVDは再生のみ）＜２万円＞

◆ゆずってください
 ・現在登録はありません

リサイクル広場リサイクル広場

村長への
意見・提言を
募集しております

村長への
意見・提言を
募集しております

村づくりに対する皆さんのご意見をお寄せください。24時間皆さんの声を受け付けています。
村長室直通 FAX 0261-72-4899　役場 FAX 0261-72-7001
白馬村公式ホームページから http://gyosei.vill.hakuba.nagano.jp/somu/soncyo/form.html
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ま
た
、
本
来
地
方
交
付
税
と
し
て
交
付
さ

れ
る
べ
き
お
金
な
の
に
、
地
方
が
起
債
と
し
て

借
入
れ
、
そ
の
償
還
分
は
国
が
面
倒
を
み
る

と
い
う
臨
時
財
政
対
策
債
も
Ｈ
15
を
ピ
ー
ク
に

Ｈ
16
・Ｈ
17
と
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

通
常
、
税
が
減
る
と
交
付
税
は
増
え
る
と
い

う
の
が
原
則
で
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
両
項
目

と
も
減
額
に
な
っ
て
い
る
現
状
が
、
白
馬
の
財

政
難
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
譲
与
税
は
、「
所
得
譲
与
税
」「
地
方

道
路
譲
与
税
」「
自
動
車
重
量
譲
与
税
」
を
い

い
ま
す
。
所
得
譲
与
税
は
Ｈ
19
か
ら
廃
止
と
な

り
ま
す
。

　

各
種
交
付
金
は
、「
地
方
消
費
税
交
付
金
」

「
自
動
車
取
得
税
交
付
金
」「
利
子
割
交
付
金
」

な
ど
を
い
い
ま
す
。
詳
細
は
次
号
以
降
で
説
明

し
ま
す
。
 

※「
三
位
一
体
改
革
」
…
小
泉
政
権
下
、Ｈ
16
〜

Ｈ
18
に
か
け
て
国
か
ら
地
方
へ
の
「
補
助
金

削
減
」「
税
源
移
譲
」「
地
方
交
付
税
の
見

直
し
」
を
一
体
的
に
進
め
る
改
革
。
し
か
し
、

小
規
模
町
村
に
は
、
税
源
移
譲
が
不
十
分

で
、
交
付
税
の
見
直
し
（
減
額
）
の
影
響

が
大
き
く
、
都
市
と
地
方
の
格
差
を
拡
大

し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
歳
入
の
状
況
の
う
ち
「
一
般
財
源

の
推
移
」
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

「
一
般
財
源
」
は
、
使
い
道
が
決
め
ら
れ
て
い

る
「
特
定
財
源
」（
国
の
補
助
金
な
ど
）
に
対

し
て
、
支
出
の
目
的
に
規
制
が
な
く
使
え
る
お

金
の
こ
と
で
、
一
般
財
源
の
規
模
が
大
き
い
ほ
ど

財
政
状
況
は
豊
か
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

そ
の一
般
財
源
の
う
ち
、
主
な
項
目
の
推
移

を
み
て
み
ま
す
。

　

地
方
税
（
＝
村
税
）
は
、
こ
の
５
年
で
約
３

億
３
千
万
円
ほ
ど
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。Ｈ
15

は
固
定
資
産
評
価
換
え
の
年
度
の
た
め
大
き

く
減
と
な
り
、Ｈ
17
は
、
先
月
号
で
も
報
告
し

た
と
お
り
評
価
替
え
の
年
度
以
外
で
初
の
１
億

円
以
上
の
減
に
な
る
と
い
う
深
刻
な
状
況
で

す
。
ま
た
、Ｈ
18
は
３
年
振
り
の
評
価
替
え
年

度
で
、
前
年
に
つ
づ
き
大
幅
減
と
な
り
ま
す
。

税
目
別
で
は
、
や
は
り
固
定
資
産
税
の
減
収

が
大
き
く
、Ｈ
13
と
比
較
し
、
２
億
２
千
万
円

ほ
ど
減
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
標
準
的
な
行
政
運
営
を

行
う
の
に
必
要
な
財
源
の
う
ち
、
村
税
や
譲

与
税
で
賄
え
な
い
分
を
補
う
た
め
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
国
の
「
三
位
一
体
改
革
」

（
※
）
の
影
響
で
見
直
さ
れ
た
こ
と
等
に
よ
り
、

わ
ず
か
５
年
で
５
億
円
以
上
減
っ
て
い
ま
す
。

　

村
長
・
村
議
会
議
員
は
、
公
職
選
挙

法
に
よ
り
寄
付
行
為
が
一
切
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
村
長
や
議
員
に
対
し

て
寄
附
を
勧
誘
し
た
り
要
求
し
た
り
す

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
会
費
が
設
定
さ
れ
て
い
る
行
事

や
会
合
等
で
、
他
の
参
加
者
と
同
等
の

会
費
を
支
払
う
場
合
で
あ
れ
ば
、
寄
附

行
為
に
あ
た
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
え
て
い

ま
す
。

　

各
区
で
行
わ
れ
る
行
事
等
で
、
会
費

や
実
費
が
伴
う
も
の
を
村
長
や
議
員
に

案
内
す
る
場
合
に
は
、
会
費
を
必
ず
明

示
し
て
通
知
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

禁
止
さ
れ
る
寄
附
の
例
は
次
の
と
お

り
で
す
。

 

・
お
祭
り
へ
の
差
入
れ
、
寸
志

 

・
地
域
行
事
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
差
入

れ
、
寸
志

 

・
区
集
会
や
旅
行
等
の
催
物
へ
の
差
入

れ
、
寸
志

 

・
落
成
式
、
開
店
祝
いへ
の
祝
儀
や
花
輪

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

白
馬
村
選
挙
管
理
委
員
会

T
E
L 

7
2
―

5
0
0
0

（
内
線
１
２
１
）

公
職
者
の

「
寄
附
の
禁
止
」
に
つ
い
て

○地方税

○地方交付税

 ・（1）普通交付税

 ・（2）特別交付税

○臨時財政対策債
　（交付税の代替債）

○地方譲与税

○各種交付金

　　　小　　計

年　度

区　分

▲77,742

▲11,045

23,922

▲34,967

96,100

2,689

▲19,673

▲9,671

1,811,894

2,115,130

1,810,155

304,975

195,500

83,911

192,458

4,398,893

▲74,041

▲131,178

▲94,415

▲36,763

99,400

681

▲38,870

▲144,008

1,700,257

1,934,352

1,713,350

221,002

383,400

87,594

192,998

4,298,601

1,885,935

2,246,308

1,904,570

341,738

96,100

83,230

231,328

4,542,901

▲111,637

▲180,778

▲96,805

▲83,973

187,900

3,683

540

▲100,292

1,662,505

1,728,781

1,520,579

208,202

260,100

108,210

210,389

3,969,985

▲37,752

▲205,571

▲192,771

▲12,800

▲123,300

20,616

17,391

▲328,616

1,557,584

1,734,227

1,512,883

221,344

201,300

125,825

195,829

3,814,765

▲104,921

5,446

▲7,696

13,142

▲58,800

17,615

▲14,560

▲155,220

決算額 対前年度
増減額

決算額対前年度
増減額

決算額対前年度
増減額

決算額対前年度
増減額

決算額対前年度
増減額

平成13年度 平成17年度平成14年度 平成15年度 平成16年度

白
馬
村
財
政
報
告
③

白
馬
村
財
政
報
告
③

〜
一
般
財
源
の
推
移
に
つ
い
て
〜

〜
一
般
財
源
の
推
移
に
つ
い
て
〜

り
ま
す
。
自
宅
敷
地
内
の
雪
に
つ
い
て
は
む
や
み

に
他
の
敷
地
に
排
雪
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
や
む
を
得
ず
他
の
敷
地
に
排

雪
さ
れ
る
場
合
は
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。

お
わ
り
に

　

除
雪
業
務
関
係
者
は
地
域
事
業
の
振
興
と
村

民
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
い
つ
降
る
や
も
分

か
ら
ぬ
降
雪
に
、
シ
ー
ズ
ン
中
日
夜
備
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
除
雪
作
業
は
朝
の
通
勤
・
通
学
時

間
に
は
完
了
し
て
い
る
よ
う
早
朝
も
し
く
は
深
夜

か
ら
開
始
す
る
厳
し
い
業
務
で
す
。
皆
様
の
貴
重

な
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
常
に
認
識
し
、

安
全
で
よ
り
効
率
的
な
除
雪
作
業
を
行
え
る
よ

う
努
力
し
て
参
り
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
皆
様

に
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。
そ
の
際
は
何
と
ぞ
ご
理
解
い
た
だ
き
、

除
雪
作
業
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
　

役
場
建
設
課
（
内
線
１
４
5
）

⑤
木
の
伐
採

　

除
雪
に
支
障
を
及
ぼ
す
木
の
枝
（
道
路
上
に

伸
び
る
木
の
枝
）
は
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑥
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
の
撤
去
禁
止

　

路
上
に
立
て
て
あ
る
竹
ポ
ー
ル
・
オ
レ
ン
ジ
色
の

ポ
ー
ル
は
除
雪
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の
も
の
で

す
の
で
、
引
き
抜
か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

⑦
国
・
県
道
の
凍
結
防
止
剤
散
布
に
つ
い
て

　

原
則
と
し
て
朝
・
夕
の
通
勤
・
通
学
時
間
帯

に
間
に
合
う
よ
う
実
施
し
ま
す
が
、
こ
れ
以
外
は

実
施
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑧
自
宅
敷
地
内
の
雪
の
処
理
に
つ
い
て

　

ご
自
宅
の
敷
地
内
の
雪
を
他
の
お
宅
の
敷
地
に

無
断
で
排
雪
し
、
ト
ラ
ブ
ル
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ

　

ま
た
、
チ
ェ
ー
ン
を
路
肩
で
装
着
す
る
方
が
い

ま
す
が
大
変
危
険
で
す
。
作
業
は
チ
ェ
ー
ン
脱
着

所
等
の
安
全
な
場
所
で
行
い
ま
し
ょ
う
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
村
内
に
観
光
等
で
お
越
し
の
お
客

様
に
も
是
非
呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
歩
車
道
へ
の
排
雪
・
雪
の
積
み
上
げ
の
禁
止

　

除
雪
済
み
の
道
路
や
無
散
水
消
雪
施
設
の
あ

る
道
路
へ
自
宅
敷
地
の
雪
を
投
げ
出
す
方
が
い
ま

す
が
大
変
危
険
で
す
。
通
行
中
の
車
が
ス
リ
ッ
プ

し
て
歩
行
者
に
飛
び
込
ん
だ
り
、
そ
の
場
を
避
け

て
道
路
中
央
に
出
て
対
向
車
と
衝
突
す
る
事
故
の

発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
雪
を

投
げ
出
し
た
ご
本
人
の
責
任
問
題
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
道
路
へ
雪
を
投
げ
出
す
こ
と
は
絶
対
に

行
わ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

④
屋
根
雪
の
落
下
防
止
・
落
雪
注
意
看
板
の
掲
出

　

屋
根
雪
が
路
上
に
落
下
し
た
場
合
、
速
や
か

に
雪
の
排
除
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
万
一
雪

の
落
下
時
に
歩
行
者
が
あ
っ
た
時
に
は
大
変
危
険

で
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
注
意
を
喚
起
す
る
看
板

を
掲
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
々
の
気
候
も
寒
さ
を
増
し
、
本
年
も
間
も

な
く
降
雪
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
は
例
年
に
な
い
豪
雪
と
な
り
、
村

民
の
皆
様
の
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
本
年
度
に
お

い
て
も
様
々
な
気
象
条
件
に
対
応
で
き
る
よ
う
除

雪
体
制
の
構
築
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
安
全

で
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
の
た
め
に
は
村
民
の
皆
様
の
ご

協
力
が
不
可
欠
で
す
。
特
に
次
の
点
に
つ
い
て
皆

様
の
特
段
の
ご
理
解
、
ご
配
慮
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

①
路
上
駐
車
の
禁
止

　

除
雪
作
業
は
早
朝
ま
た
は
夜
間
か
ら
行
い
ま

す
。
除
雪
の
妨
げ
と
な
る
路
上
へ
の
駐
車
は
お
止

め
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

②
早
め
の
タ
イ
ヤ
交
換
・
チ
ェ
ー
ン
装
着
を

　　

村
内
に
は
急
勾
配
な
道
路
が
あ
り
ま
す
。
冬

期
間
は
除
雪
・
融
雪
剤
散
布
等
で
注
視
し
、
万

全
を
期
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
も
早
め
の
冬
用
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換
・

チ
ェ
ー
ン
装
着
を
お
願
い
し
ま
す
。 除

雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

�



　

ま
た
、
本
来
地
方
交
付
税
と
し
て
交
付
さ

れ
る
べ
き
お
金
な
の
に
、
地
方
が
起
債
と
し
て

借
入
れ
、
そ
の
償
還
分
は
国
が
面
倒
を
み
る

と
い
う
臨
時
財
政
対
策
債
も
Ｈ
15
を
ピ
ー
ク
に

Ｈ
16
・Ｈ
17
と
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

通
常
、
税
が
減
る
と
交
付
税
は
増
え
る
と
い

う
の
が
原
則
で
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
両
項
目

と
も
減
額
に
な
っ
て
い
る
現
状
が
、
白
馬
の
財

政
難
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
譲
与
税
は
、「
所
得
譲
与
税
」「
地
方

道
路
譲
与
税
」「
自
動
車
重
量
譲
与
税
」
を
い

い
ま
す
。
所
得
譲
与
税
は
Ｈ
19
か
ら
廃
止
と
な

り
ま
す
。

　

各
種
交
付
金
は
、「
地
方
消
費
税
交
付
金
」

「
自
動
車
取
得
税
交
付
金
」「
利
子
割
交
付
金
」

な
ど
を
い
い
ま
す
。
詳
細
は
次
号
以
降
で
説
明

し
ま
す
。
 

※「
三
位
一
体
改
革
」
…
小
泉
政
権
下
、Ｈ
16
〜

Ｈ
18
に
か
け
て
国
か
ら
地
方
へ
の
「
補
助
金

削
減
」「
税
源
移
譲
」「
地
方
交
付
税
の
見

直
し
」
を
一
体
的
に
進
め
る
改
革
。
し
か
し
、

小
規
模
町
村
に
は
、
税
源
移
譲
が
不
十
分

で
、
交
付
税
の
見
直
し
（
減
額
）
の
影
響

が
大
き
く
、
都
市
と
地
方
の
格
差
を
拡
大

し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
歳
入
の
状
況
の
う
ち
「
一
般
財
源

の
推
移
」
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

「
一
般
財
源
」
は
、
使
い
道
が
決
め
ら
れ
て
い

る
「
特
定
財
源
」（
国
の
補
助
金
な
ど
）
に
対

し
て
、
支
出
の
目
的
に
規
制
が
な
く
使
え
る
お

金
の
こ
と
で
、
一
般
財
源
の
規
模
が
大
き
い
ほ
ど

財
政
状
況
は
豊
か
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

そ
の一
般
財
源
の
う
ち
、
主
な
項
目
の
推
移

を
み
て
み
ま
す
。

　

地
方
税
（
＝
村
税
）
は
、
こ
の
５
年
で
約
３

億
３
千
万
円
ほ
ど
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。Ｈ
15

は
固
定
資
産
評
価
換
え
の
年
度
の
た
め
大
き

く
減
と
な
り
、Ｈ
17
は
、
先
月
号
で
も
報
告
し

た
と
お
り
評
価
替
え
の
年
度
以
外
で
初
の
１
億

円
以
上
の
減
に
な
る
と
い
う
深
刻
な
状
況
で

す
。
ま
た
、Ｈ
18
は
３
年
振
り
の
評
価
替
え
年

度
で
、
前
年
に
つ
づ
き
大
幅
減
と
な
り
ま
す
。

税
目
別
で
は
、
や
は
り
固
定
資
産
税
の
減
収

が
大
き
く
、Ｈ
13
と
比
較
し
、
２
億
２
千
万
円

ほ
ど
減
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
標
準
的
な
行
政
運
営
を

行
う
の
に
必
要
な
財
源
の
う
ち
、
村
税
や
譲

与
税
で
賄
え
な
い
分
を
補
う
た
め
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
国
の
「
三
位
一
体
改
革
」

（
※
）
の
影
響
で
見
直
さ
れ
た
こ
と
等
に
よ
り
、

わ
ず
か
５
年
で
５
億
円
以
上
減
っ
て
い
ま
す
。

　

村
長
・
村
議
会
議
員
は
、
公
職
選
挙

法
に
よ
り
寄
付
行
為
が
一
切
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
村
長
や
議
員
に
対
し

て
寄
附
を
勧
誘
し
た
り
要
求
し
た
り
す

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
会
費
が
設
定
さ
れ
て
い
る
行
事

や
会
合
等
で
、
他
の
参
加
者
と
同
等
の

会
費
を
支
払
う
場
合
で
あ
れ
ば
、
寄
附

行
為
に
あ
た
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
え
て
い

ま
す
。

　

各
区
で
行
わ
れ
る
行
事
等
で
、
会
費

や
実
費
が
伴
う
も
の
を
村
長
や
議
員
に

案
内
す
る
場
合
に
は
、
会
費
を
必
ず
明

示
し
て
通
知
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

禁
止
さ
れ
る
寄
附
の
例
は
次
の
と
お

り
で
す
。

 

・
お
祭
り
へ
の
差
入
れ
、
寸
志

 

・
地
域
行
事
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
差
入

れ
、
寸
志

 

・
区
集
会
や
旅
行
等
の
催
物
へ
の
差
入

れ
、
寸
志

 

・
落
成
式
、
開
店
祝
いへ
の
祝
儀
や
花
輪

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

白
馬
村
選
挙
管
理
委
員
会

T
E
L 

7
2
―

5
0
0
0

（
内
線
１
２
１
）

公
職
者
の

「
寄
附
の
禁
止
」
に
つ
い
て

○地方税

○地方交付税

 ・（1）普通交付税

 ・（2）特別交付税

○臨時財政対策債
　（交付税の代替債）

○地方譲与税

○各種交付金

　　　小　　計

年　度

区　分

▲77,742

▲11,045

23,922

▲34,967

96,100

2,689

▲19,673

▲9,671

1,811,894

2,115,130

1,810,155

304,975

195,500

83,911

192,458

4,398,893

▲74,041

▲131,178

▲94,415

▲36,763

99,400

681

▲38,870

▲144,008

1,700,257

1,934,352

1,713,350

221,002

383,400

87,594

192,998

4,298,601

1,885,935

2,246,308

1,904,570

341,738

96,100

83,230

231,328

4,542,901

▲111,637

▲180,778

▲96,805

▲83,973

187,900

3,683

540

▲100,292

1,662,505

1,728,781

1,520,579

208,202

260,100

108,210

210,389

3,969,985

▲37,752

▲205,571

▲192,771

▲12,800

▲123,300

20,616

17,391

▲328,616

1,557,584

1,734,227

1,512,883

221,344

201,300

125,825

195,829

3,814,765

▲104,921

5,446

▲7,696

13,142

▲58,800

17,615

▲14,560

▲155,220

決算額 対前年度
増減額

決算額対前年度
増減額

決算額対前年度
増減額

決算額対前年度
増減額

決算額対前年度
増減額

平成13年度 平成17年度平成14年度 平成15年度 平成16年度

白
馬
村
財
政
報
告
③

白
馬
村
財
政
報
告
③

〜
一
般
財
源
の
推
移
に
つ
い
て
〜

〜
一
般
財
源
の
推
移
に
つ
い
て
〜

り
ま
す
。
自
宅
敷
地
内
の
雪
に
つ
い
て
は
む
や
み

に
他
の
敷
地
に
排
雪
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
や
む
を
得
ず
他
の
敷
地
に
排

雪
さ
れ
る
場
合
は
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。

お
わ
り
に

　

除
雪
業
務
関
係
者
は
地
域
事
業
の
振
興
と
村

民
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
い
つ
降
る
や
も
分

か
ら
ぬ
降
雪
に
、
シ
ー
ズ
ン
中
日
夜
備
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
除
雪
作
業
は
朝
の
通
勤
・
通
学
時

間
に
は
完
了
し
て
い
る
よ
う
早
朝
も
し
く
は
深
夜

か
ら
開
始
す
る
厳
し
い
業
務
で
す
。
皆
様
の
貴
重

な
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
常
に
認
識
し
、

安
全
で
よ
り
効
率
的
な
除
雪
作
業
を
行
え
る
よ

う
努
力
し
て
参
り
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
皆
様

に
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。
そ
の
際
は
何
と
ぞ
ご
理
解
い
た
だ
き
、

除
雪
作
業
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
　

役
場
建
設
課
（
内
線
１
４
5
）

⑤
木
の
伐
採

　

除
雪
に
支
障
を
及
ぼ
す
木
の
枝
（
道
路
上
に

伸
び
る
木
の
枝
）
は
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑥
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
の
撤
去
禁
止

　

路
上
に
立
て
て
あ
る
竹
ポ
ー
ル
・
オ
レ
ン
ジ
色
の

ポ
ー
ル
は
除
雪
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の
も
の
で

す
の
で
、
引
き
抜
か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

⑦
国
・
県
道
の
凍
結
防
止
剤
散
布
に
つ
い
て

　

原
則
と
し
て
朝
・
夕
の
通
勤
・
通
学
時
間
帯

に
間
に
合
う
よ
う
実
施
し
ま
す
が
、
こ
れ
以
外
は

実
施
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑧
自
宅
敷
地
内
の
雪
の
処
理
に
つ
い
て

　

ご
自
宅
の
敷
地
内
の
雪
を
他
の
お
宅
の
敷
地
に

無
断
で
排
雪
し
、
ト
ラ
ブ
ル
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ

　

ま
た
、
チ
ェ
ー
ン
を
路
肩
で
装
着
す
る
方
が
い

ま
す
が
大
変
危
険
で
す
。
作
業
は
チ
ェ
ー
ン
脱
着

所
等
の
安
全
な
場
所
で
行
い
ま
し
ょ
う
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
村
内
に
観
光
等
で
お
越
し
の
お
客

様
に
も
是
非
呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
歩
車
道
へ
の
排
雪
・
雪
の
積
み
上
げ
の
禁
止

　

除
雪
済
み
の
道
路
や
無
散
水
消
雪
施
設
の
あ

る
道
路
へ
自
宅
敷
地
の
雪
を
投
げ
出
す
方
が
い
ま

す
が
大
変
危
険
で
す
。
通
行
中
の
車
が
ス
リ
ッ
プ

し
て
歩
行
者
に
飛
び
込
ん
だ
り
、
そ
の
場
を
避
け

て
道
路
中
央
に
出
て
対
向
車
と
衝
突
す
る
事
故
の

発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
雪
を

投
げ
出
し
た
ご
本
人
の
責
任
問
題
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
道
路
へ
雪
を
投
げ
出
す
こ
と
は
絶
対
に

行
わ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

④
屋
根
雪
の
落
下
防
止
・
落
雪
注
意
看
板
の
掲
出

　

屋
根
雪
が
路
上
に
落
下
し
た
場
合
、
速
や
か

に
雪
の
排
除
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
万
一
雪

の
落
下
時
に
歩
行
者
が
あ
っ
た
時
に
は
大
変
危
険

で
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
注
意
を
喚
起
す
る
看
板

を
掲
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
々
の
気
候
も
寒
さ
を
増
し
、
本
年
も
間
も

な
く
降
雪
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
は
例
年
に
な
い
豪
雪
と
な
り
、
村

民
の
皆
様
の
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
本
年
度
に
お

い
て
も
様
々
な
気
象
条
件
に
対
応
で
き
る
よ
う
除

雪
体
制
の
構
築
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
安
全

で
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
の
た
め
に
は
村
民
の
皆
様
の
ご

協
力
が
不
可
欠
で
す
。
特
に
次
の
点
に
つ
い
て
皆

様
の
特
段
の
ご
理
解
、
ご
配
慮
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

①
路
上
駐
車
の
禁
止

　

除
雪
作
業
は
早
朝
ま
た
は
夜
間
か
ら
行
い
ま

す
。
除
雪
の
妨
げ
と
な
る
路
上
へ
の
駐
車
は
お
止

め
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

②
早
め
の
タ
イ
ヤ
交
換
・
チ
ェ
ー
ン
装
着
を

　　

村
内
に
は
急
勾
配
な
道
路
が
あ
り
ま
す
。
冬

期
間
は
除
雪
・
融
雪
剤
散
布
等
で
注
視
し
、
万

全
を
期
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
も
早
め
の
冬
用
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換
・

チ
ェ
ー
ン
装
着
を
お
願
い
し
ま
す
。 除

雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

�



Reams.NETシステム導入事業（賃貸借契約）

平成18年10月19日

白馬村大字北城７０２５番地　白馬村役場

富士通リース株式会社 

￥９，４２３，５４０（消費税含む） 

八十二リース株式会社 

富士通リース株式会社 

住信・松下リースクレジット株式会社（辞退） 

協同リース株式会社

工　事　名

入　札　日

場　　　所

落　札　者

落札決定額

入札参加者

入札結果

水
道
メ
ー
タ
ー
の
見
方

平成１８年度　国補　災害復旧工事

平成18年10月30日

白馬村大字北城字青鬼（村道０２０８号線）

㈲吉田建設

￥４，８８２，５００（消費税含む）

㈲東和（辞退）

㈲白馬造園

白馬ソイル工業㈱

㈲ダイトー工業

㈱落田

㈱大糸（辞退）

㈲吉田建設

㈱宮尾建設（辞退）

㈲タクミライズ

㈲篠崎組

㈲田中建設

㈱太田造園

入札結果
工　事　名

入　札　日

場　　　所

落　札　者

落札決定額

入札参加者

水
漏
れ
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
　
　

漏
水
修
理
と
水
道
料
金
減
免
に
つ
い
て

１
．
水
道
の
修
理
は
、
白
馬
村
水
道
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
へ
直
接
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

２
．
修
理
を
依
頼
す
る
と
き
は
、
工
事
内
容

や
費
用
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
工
事
費
用
に
つ
い
て
は
お
客

様
と
工
事
業
者
と
の
間
で
相
談
し
、
取

り
決
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
．
漏
水
修
理
を
さ
れ
た
場
合
は
、
水
道
料

金
の一
部
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
手
続
き
等
詳
し
く
は
、
修
理
を
依

頼
し
た
工
事
店
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
水
漏
れ
し
て
地
面
に
染
み
込
ん
だ
水

道
水
も
蛇
口
か
ら
出
る
水
と
同
じ「
飲

め
る
水
」
で
す
。
決
し
て
自
然
に
出

た
水
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
薬
品
や
電
気

動
力
等
費
用
の
積
み
重
ね
で
「
作
ら

れ
た
水
」
で
す
。
減
免
と
な
る
水
道

水
の
費
用
は
、
白
馬
村
の
水
道
加
入

者
全
員
で
負
担
す
る
こ
と
も
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

　

水
道
管
も
建
物
と
同
様
に
老
朽
化
し
、
少

し
ず
つ
漏
れ
出
し
地
下
に
浸
透
し
て
し
ま
い
、

地
上
で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

漏
水
は
水
道
料
金
に
跳
ね
返
り
、
水
の
ム

ダ
に
も
な
り
ま
す
の
で
早
期
発
見
が
大
事
で
す
。

　
　
　

水
漏
れ
し
て
い
る
か

　
　
　

自
分
で
簡
単
に
調
べ
る
方
法

１
．
家
の
水
道
の
う
ち
ひ
と
つ
だ
け
蛇
口
を
開

け
ま
す
。（
水
道
を
使
用
し
て
い
る
状
態

に
し
ま
す
。）

２
．
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロッ
ト
が
四
角
で
点

滅
し
て
い
る
（
平
メ
ー
タ
ー
の
場
合
は
銀

色
の
円
盤
が
回
転
し
て
い
る
）
こ
と
を
確

認
し
ま
す
。

３
．
先
ほ
ど
開
け
た
水
道
の
蛇
口
を
し
っ
か
り

閉
め
て
、
家
中
の
水
道
を
使
わ
な
い
状

態
に
し
ま
す
。

４
．
も
う
一
度
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

を
10
〜
20
秒
ほ
ど
見
続
け
ま
す
。

５
．
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
止
ま
っ
て
い
れ
ば
水
漏
れ
が

あ
り
ま
せ
ん
。
ご
安
心
下
さ
い
。

※
パ
イ
ロッ
ト
が
動
い
て
い
れ
ば
水
漏
れ
が
あ
り

ま
す
。
白
馬
村
水
道
指
定
工
事
事
業
者
へ

ご
相
談
下
さ
い
。

平メーター電子メーター

電話回線等を利用し検針できます。

指数

パイロット

メーターを目視し検針します。

と
水
道
管
の
水
が
抜
け
ま
す
。

 

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
を
保
温
し
て
く
だ

さ
い
。
濡
れ
て
い
な
い
保
温
材
（
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
）
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

に
入
れ
、
検
針
が
で
き
る
よ
う
に
メ
ー

タ
ー
の
上
面
を
開
け
て
保
温
し
て
く
だ

さ
い
。

○
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は

 

・
ま
ず
、
不
凍
式
止
水
栓
を
閉
め
て
水

を
止
め
、
破
裂
し
た
部
分
に
布
か
テ
ー

プ
を
し
っ
か
り
と
巻
き
つ
け
て
応
急
手

当
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
最
寄

の
白
馬
村
水
道
指
定
工
事
業
者
に
修
理

を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

・
メ
ー
タ
ー
が
破
裂
し
た
と
き
は
、
役
場

上
下
水
道
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
水
道
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き
は

　

タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら

ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
融
か
し

ま
す
。
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道
管

や
蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
上
下
水
道
課
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・
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

　

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道
管
や
メ

ー
タ
ー
は
、
早
め
に
冬
じ
た
く
を
し
ま
し
ょ

う
。

○
水
道
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は

 
・
凍
結
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
露
出
管
に

は
、
凍
結
防
止
電
熱
帯
が
巻
か
れ
て
い

ま
す
。
電
源
を
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 

・
水
道
管
や
蛇
口
の
部
分
に
保
温
材
を
取

り
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
保
温
材
に
は
、

取
り
つ
け
が
簡
単
な
市
販
品
も
あ
り
ま

す
が
、
手
近
な
も
の
と
し
て
古
毛
布
、

布
、
ワ
ラ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

を
巻
き
つ
け
保
温
材
が
濡
れ
な
い
よ
う

に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
で
し
っ
か
り
と

お
さ
え
て
く
だ
さ
い
。

 

・
水
道
管
の
水
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う

　

①
不
凍
式
止
水
栓
は
ハ
ン
ド
ル
を
右
へ
最

後
ま
で
い
っ
ぱ
い
回
す
と
水
が
出
て
止
ま

り
ま
す
の
で
、
蛇
口
を
開
け
て
空
気
を

吸
わ
せ
る
と
水
道
管
の
水
が
抜
け
ま
す
。

　

②
屋
内
操
作
型
水
抜
き
栓
は
レ
バ
ー
を
引

き
、
蛇
口
を
開
け
て
空
気
を
吸
わ
せ
る

　

今
年
も
寒
い
冬
が
も
う
そ
こ
ま
で
き
て
い

ま
す
。
冬
期
間
の
水
道
管
破
裂
事
故
に
備

え
、
水
道
の
冬
じ
た
く
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
内
側
は
、
お
客
様
の
責

任
に
よ
り
管
理
し
て
い
た
だ
く
事
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

以
下
の
点
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
、
冬
の

間
も
安
心
し
て
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
万
が
一
の
宅
内
漏
水
事
故
に
備
え
て
メ
ー

タ
ー
位
置
の
確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

メ
ー
タ
ー
設
置
場
所
に
目
印
と
し
て
ポ
ー

ル
等
を
立
て
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

○
寒
さ
か
ら
水
道
管
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

夜
の
冷
え
込
み
に
ご
注
意
！
気
温
が
マ
イ

ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
り
ま
す
と
、
水
道
の
水

が
凍
っ
て
、
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
が
破
裂
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
多
い
の
は
次
の

よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
。

 

・
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
って
い
る
と
こ
ろ

 

・
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
が
北
側
に
あ
る
と
こ
ろ

　

積
雪
の
た
め
、
冬
期
間
（
12
月
〜
３
月
）
は
、

自
動
検
針
を
除
い
て
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
来
年
１
月
か
ら
４
月
ま
で
の

間
は一定
の
金
額
に
て
上
下
水
道
料
金
を
請
求
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
５
月
分
料
金
（
残
雪
等
で
４
月
に

検
針
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
６
月
分
料
金
）
で

精
算
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
冬
期
暫
定
料
金
が
始
ま

り
ま
す
。

　

冬
期
暫
定
料
金
の
対
象
と
な
る
お
客
様
に
は
、

12
月
上
旬
に
往
復
ハ
ガ
キ
に
て
お
知
ら
せ
を
お
送
り

し
ま
す
の
で
、
設
定
水
量
・
金
額
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
水
量
・
金
額
は
変
更
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
変
更
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
返
信
ハ
ガ

キ
に
希
望
す
る
水
量
・
料
金
額
を
記
入
し
て
い
た

だ
き
、
12
月
22
日（
金
）ま
で
に
役
場
上
下
水
道
課

ま
で
ご
返
送
く
だ
さ
い
。
変
更
を
希
望
さ
れ
な
い

場
合
は
、
返
送
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
冬
期
暫
定
料
金
は
一
度
設
定
さ
れ
ま
す
と
、
期

間
途
中
で
の
水
量
・
金
額
変
更
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
上
下
水
道
課
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水
漏
れ
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
　
　

漏
水
修
理
と
水
道
料
金
減
免
に
つ
い
て

１
．
水
道
の
修
理
は
、
白
馬
村
水
道
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
へ
直
接
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

２
．
修
理
を
依
頼
す
る
と
き
は
、
工
事
内
容

や
費
用
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
工
事
費
用
に
つ
い
て
は
お
客

様
と
工
事
業
者
と
の
間
で
相
談
し
、
取

り
決
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
．
漏
水
修
理
を
さ
れ
た
場
合
は
、
水
道
料

金
の一
部
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
手
続
き
等
詳
し
く
は
、
修
理
を
依

頼
し
た
工
事
店
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
水
漏
れ
し
て
地
面
に
染
み
込
ん
だ
水

道
水
も
蛇
口
か
ら
出
る
水
と
同
じ「
飲

め
る
水
」
で
す
。
決
し
て
自
然
に
出

た
水
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
薬
品
や
電
気

動
力
等
費
用
の
積
み
重
ね
で
「
作
ら

れ
た
水
」
で
す
。
減
免
と
な
る
水
道

水
の
費
用
は
、
白
馬
村
の
水
道
加
入

者
全
員
で
負
担
す
る
こ
と
も
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

　

水
道
管
も
建
物
と
同
様
に
老
朽
化
し
、
少

し
ず
つ
漏
れ
出
し
地
下
に
浸
透
し
て
し
ま
い
、

地
上
で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

漏
水
は
水
道
料
金
に
跳
ね
返
り
、
水
の
ム

ダ
に
も
な
り
ま
す
の
で
早
期
発
見
が
大
事
で
す
。

　
　
　

水
漏
れ
し
て
い
る
か

　
　
　

自
分
で
簡
単
に
調
べ
る
方
法

１
．
家
の
水
道
の
う
ち
ひ
と
つ
だ
け
蛇
口
を
開

け
ま
す
。（
水
道
を
使
用
し
て
い
る
状
態

に
し
ま
す
。）

２
．
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロッ
ト
が
四
角
で
点

滅
し
て
い
る
（
平
メ
ー
タ
ー
の
場
合
は
銀

色
の
円
盤
が
回
転
し
て
い
る
）
こ
と
を
確

認
し
ま
す
。

３
．
先
ほ
ど
開
け
た
水
道
の
蛇
口
を
し
っ
か
り

閉
め
て
、
家
中
の
水
道
を
使
わ
な
い
状

態
に
し
ま
す
。

４
．
も
う
一
度
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

を
10
〜
20
秒
ほ
ど
見
続
け
ま
す
。

５
．
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
止
ま
っ
て
い
れ
ば
水
漏
れ
が

あ
り
ま
せ
ん
。
ご
安
心
下
さ
い
。

※
パ
イ
ロッ
ト
が
動
い
て
い
れ
ば
水
漏
れ
が
あ
り

ま
す
。
白
馬
村
水
道
指
定
工
事
事
業
者
へ

ご
相
談
下
さ
い
。

平メーター電子メーター

電話回線等を利用し検針できます。

指数

パイロット

メーターを目視し検針します。

と
水
道
管
の
水
が
抜
け
ま
す
。

 

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
を
保
温
し
て
く
だ

さ
い
。
濡
れ
て
い
な
い
保
温
材
（
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
）
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

に
入
れ
、
検
針
が
で
き
る
よ
う
に
メ
ー

タ
ー
の
上
面
を
開
け
て
保
温
し
て
く
だ

さ
い
。

○
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は

 

・
ま
ず
、
不
凍
式
止
水
栓
を
閉
め
て
水

を
止
め
、
破
裂
し
た
部
分
に
布
か
テ
ー

プ
を
し
っ
か
り
と
巻
き
つ
け
て
応
急
手

当
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
最
寄

の
白
馬
村
水
道
指
定
工
事
業
者
に
修
理

を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

・
メ
ー
タ
ー
が
破
裂
し
た
と
き
は
、
役
場

上
下
水
道
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
水
道
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き
は

　

タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら

ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
融
か
し

ま
す
。
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道
管

や
蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
上
下
水
道
課
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・
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

　

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道
管
や
メ

ー
タ
ー
は
、
早
め
に
冬
じ
た
く
を
し
ま
し
ょ

う
。

○
水
道
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は

 

・
凍
結
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
露
出
管
に

は
、
凍
結
防
止
電
熱
帯
が
巻
か
れ
て
い

ま
す
。
電
源
を
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 

・
水
道
管
や
蛇
口
の
部
分
に
保
温
材
を
取

り
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
保
温
材
に
は
、

取
り
つ
け
が
簡
単
な
市
販
品
も
あ
り
ま

す
が
、
手
近
な
も
の
と
し
て
古
毛
布
、

布
、
ワ
ラ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

を
巻
き
つ
け
保
温
材
が
濡
れ
な
い
よ
う

に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
で
し
っ
か
り
と

お
さ
え
て
く
だ
さ
い
。

 

・
水
道
管
の
水
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う

　

①
不
凍
式
止
水
栓
は
ハ
ン
ド
ル
を
右
へ
最

後
ま
で
い
っ
ぱ
い
回
す
と
水
が
出
て
止
ま

り
ま
す
の
で
、
蛇
口
を
開
け
て
空
気
を

吸
わ
せ
る
と
水
道
管
の
水
が
抜
け
ま
す
。

　

②
屋
内
操
作
型
水
抜
き
栓
は
レ
バ
ー
を
引

き
、
蛇
口
を
開
け
て
空
気
を
吸
わ
せ
る

　

今
年
も
寒
い
冬
が
も
う
そ
こ
ま
で
き
て
い

ま
す
。
冬
期
間
の
水
道
管
破
裂
事
故
に
備

え
、
水
道
の
冬
じ
た
く
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
内
側
は
、
お
客
様
の
責

任
に
よ
り
管
理
し
て
い
た
だ
く
事
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

以
下
の
点
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
、
冬
の

間
も
安
心
し
て
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
万
が
一
の
宅
内
漏
水
事
故
に
備
え
て
メ
ー

タ
ー
位
置
の
確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

メ
ー
タ
ー
設
置
場
所
に
目
印
と
し
て
ポ
ー

ル
等
を
立
て
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

○
寒
さ
か
ら
水
道
管
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

夜
の
冷
え
込
み
に
ご
注
意
！
気
温
が
マ
イ

ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
り
ま
す
と
、
水
道
の
水

が
凍
っ
て
、
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
が
破
裂
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
多
い
の
は
次
の

よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
。

 

・
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
って
い
る
と
こ
ろ

 

・
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
が
北
側
に
あ
る
と
こ
ろ

　

積
雪
の
た
め
、
冬
期
間
（
12
月
〜
３
月
）
は
、

自
動
検
針
を
除
い
て
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
来
年
１
月
か
ら
４
月
ま
で
の

間
は一定
の
金
額
に
て
上
下
水
道
料
金
を
請
求
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
５
月
分
料
金
（
残
雪
等
で
４
月
に

検
針
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
６
月
分
料
金
）
で

精
算
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
冬
期
暫
定
料
金
が
始
ま

り
ま
す
。

　

冬
期
暫
定
料
金
の
対
象
と
な
る
お
客
様
に
は
、

12
月
上
旬
に
往
復
ハ
ガ
キ
に
て
お
知
ら
せ
を
お
送
り

し
ま
す
の
で
、
設
定
水
量
・
金
額
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
水
量
・
金
額
は
変
更
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
変
更
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
返
信
ハ
ガ

キ
に
希
望
す
る
水
量
・
料
金
額
を
記
入
し
て
い
た

だ
き
、
12
月
22
日（
金
）ま
で
に
役
場
上
下
水
道
課

ま
で
ご
返
送
く
だ
さ
い
。
変
更
を
希
望
さ
れ
な
い

場
合
は
、
返
送
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
冬
期
暫
定
料
金
は
一
度
設
定
さ
れ
ま
す
と
、
期

間
途
中
で
の
水
量
・
金
額
変
更
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
上
下
水
道
課

　

T
E
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７
２
―
５
０
０
０
（
内
線
１
３
３・１
３
６
）

上
下
水
道
冬
期
暫
定

 

料
金
が
始
ま
り
ま
す
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労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
教
育
に
か

か
る
ご
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目

的
と
し
た
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
は
、
高
校
・
大
学

な
ど
へ
入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ま
や
在
学
し
て
い

る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
の
方
で
す
。

　

ご
融
資
の
対
象
と
な
る
学
校
は
、
高
校
・

大
学
の
ほ
か
、
専
修
・
各
種
学
校
・
職
業

訓
練
校
な
ど
で
、
ま
た
、
外
国
の
大
学
な

ど
へ
留
学
す
る
場
合
に
も
ご
利
用
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

入
学
時
の
み
な
ら
ず
在
学
中
の
教
育
費

用
に
つ
い
て
も
取
り
扱
い
が
で
き
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
昭
和
54
年
に
制
度
が
発
足
し
て

以
来
、
延
べ
３
８
０
万
人
の
方
々
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

制
度
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

高
校
・
大
学
な
ど
ご
融
資
の
対
象
と
な

る
学
校
に
入
学
・
在
学
さ
れ
る
方
の
保

護
者
で
、
世
帯
の
年
間
収
入
が
９
９
０

万
円
（
事
業
所
得
者
の
方
は
７
７
０
万

円
）
以
内
の
方

○
ご
融
資
金
額

学
生
・
生
徒
お
一
人
さ
ま
に
つ
き
２
０
０

万
円
以
内

○
お
使
い
み
ち

 

・
入
学
時
の
費
用
（
学
校
納
付
金
・
受

験
に
か
か
っ
た
費
用
・
学
生
の
国
民
年

金
保
険
料
・
そ
の
他
入
学
時
に
必
要
な

費
用
）

 

・
在
学
中
の
費
用
（
学
校
納
付
金
・
住

居
費
用
・
通
学
費
・
学
生
の
国
民
年
金

保
険
料
）

○
利
率

年
２
．４
５
％
（
平
成
18
年
９
月
13
日
現

在
）

○
ご
融
資
期
間

10
年
以
内
（
母
子
家
庭
・
交
通
遺
児

家
庭
の
方
は
１
年
の
延
長
が
可
能
）

○
据
置
期
間

在
学
期
間
以
内
（
ご
融
資
期
間
に
含
ま

れ
ま
す
）

○
ご
返
済
方
法

　

毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー
ナ
ス
月
増

額
返
済
も
可
能
）

○
保
証

　

㈶
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金
ま
た
は

保
証
人
１
名
以
上

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
　

松
本
支
店

T
E
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０
２
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７
０
７
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「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
ご
案
内

　

新
聞
紙
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
紙
製
容
器

包
装
に
つ
い
て
は
、
粗
大
ご
み
集
積
場
で
受
け

入
れ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
11
月
26
日
を
最

後
に
粗
大
ご
み
集
積
場
が
冬
期
閉
鎖
期
間
に
入

り
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
地
区
に
ご
み
集
積
場
が
な
い
住
民

の
方
を
対
象
に
、
冬
期
間
（
12
月
〜
3
月
）
の

対
応
と
し
て
、
左
記
の
と
お
り
臨
時
の
受
け
入

れ
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
期
　

日
：
12
月
26
日
、
１
月
23
日
、 

　
　
　
　
　

２
月
27
日
、
３
月
27
日

　
　
　
　
　

（
毎
月
第
４
火
曜
日
）

○
時
　

間
：
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

○
場
　

所
：
ウ
イ
ン
グ
21
駐
車
場 

　

受
け
入
れ
は
、
新
聞
紙
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・

紙
製
容
器
包
装
の
み
で
す
。

　

そ
の
他
リ
サ
イ
ク
ル
品
（
ペッ
ト
ボ
ト
ル
・
ト

レ
イ
・
ビ
ン
類
等
）
は
、
白
馬
山
麓
清
掃
セ
ン

タ
ー
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

期
日
、
時
間
を
厳
守
く
だ
さ
い
。
決
め
ら
れ

た
日
以
外
に
持
ち
込
ま
れ
て
も
、
置
き
場
所
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
分
け

て
縛
り
、
紙
製
容
器
包
装
は
透
明
袋
に
入

れ
て
下
さ
い
。

　

来
年
は
、
４
月
８
日
（
第
２
日
曜
）
に
粗
大

ご
み
集
積
場
再
開
予
定
で
す
。

＊
役
場
住
民
課
　

環
境
衛
生
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

７
２
―
５
０
０
０
（
内
線
１
６
４
）

八
方
、
和
田
野
、
山
麓
、
み
そ
ら
野
、
エ
コ
ー
ラ
ン
ド
、
ど
ん
ぐ
り
区
の
皆
様
へ

冬
期
間
の
新
聞
紙
・
雑
誌
等

 

資
源
物
の
出
し
方
の
お
知
ら
せ

　

白
馬
村
が
発
注
す
る
工
事
等
に
係
る
指
名

競
争
入
札
の
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
下
記

の
日
程
で
受
付
し
ま
す
。

○
受
付
期
間
：
平
成
18
年
12
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
19
年
３
月
30
日
（
必
着
）

○
有
効
期
間
：
平
成
19
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
21
年
３
月
31
日（
２
年
間
）

○
業
　
　

種
：
建
設
工
事
　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

物
品

○
提
出
書
類
：
統
一様
式
・
長
野
県
様
式
・
白

馬
村
様
式
の
い
ず
れ
か
の
様
式

※
様
式
等
は
白
馬
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

掲
載
し
ま
す
（
11
月
下
旬
予
定
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
　

役
場
建
設
課（
内
線
１
４
４
）

白
馬
村
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

（
平
成
19
―
20
年
度
分
）の
受
付
に
つ
い
て

特 産 品 紹 介
生 年 月 日
出 身 地
サ イ ズ
性 格
種 類
アルコール度数
酒 度
酸 度
使 用 原 材 料
精 米 歩 合
販 売 本 数
価 格

平成 14 年第１号販売　毎年白馬
の「紫米」刈取後熟成販売
白馬村
1,800ml  720ml　300ｍｌ
食前酒・祝い事に最適
純米酒
１５度以上１６度未満
－13～－15
1.6～ 1.9
白馬村産朝紫１００％
７０％

1,800ml　3,150 円
 720ml　1,680 円（箱入り）
 300ml　　785 円

白馬村
北安醸造株式会社
北安醸造株式会社
白馬酒商組合加盟店
青鬼地区紫米生産者
道の駅白馬
TEL 0261-75-3880
FAX 0261-75-3810

企 画
酒 造 元
販 売 者
販 売 店
地 場 産 生 産 者
お問い合わせ先

美
味
し
い
飲
み
方
に
つ
い
て
　

レ
シ
ピ

（
第
３
回
白
馬
う
ま
リ
ン
ピ
ッ
ク
食
前
酒
）

ア
ペ
リ
テ
ィ
フ
　

白
馬

材
　

料
　

白
馬
紫
雲
純
米
酒 

50
c/c

　
　
　
　

ト
ニ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー 

70
c/c

作
り
方
　

混
ぜ
合
わ
せ
る
　

よ
く
か
き
回
し
た
ほ

う
が
よ
い

カ
ク
テ
ル
　

白
馬

材
　

料
　

白
馬
紫
雲
純
米
酒 

４５
c/c

　
　
　
　

デ
ィ
タ
ー
ラ
イ
チ 

５
c/c

　
　
　
　

ト
ニ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー 

６０
c/c

作
り
方
　

白
馬
紫
雲
純
米
酒
と
デ
ィ
タ
ー
ラ
イ
チ

と
氷
を
シ
ェ
ー
カ
ー
し
て
、
グ
ラ
ス
に

注
い
で
ト
ニ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
足
す

（
一
言
：
是
非
お
試
し
下
さ
い
。
お
い
し
い
で
す
よ
。）

ラ
ネ
ー
ジ
ュ
東
館
　

塩
島

白
馬
村
特
産
品
紹
介
シ
ー
ト

特
産
品
名　

白
馬
紫
雲

生産者（農家）の声

道の駅白馬　支配人　横川　富良さん
　白馬紫雲を販売して早４年が経過いたしました。昨年
は仕込みの量を増やし前年の約 1.5 倍の仕込を行ない
ました。  
　年々反響が大きくなっている様な感触を受けます。今
年の新酒は３月上旬発売予定です。

第３回白馬うまリンピック開催

白馬村合併50周年記念コンサート
　50周年を記念して、10月21日（土）に航空自
衛隊中部航空音楽隊によるコンサートがウイ
ング21にて行われました。
　親しみやすい曲が多く、迫力のある生の演
奏に満員の客席から盛大な拍手が送られました。

　今年で３回目となる「白
馬うまリンピック」が、10月
12日（木）に多目的ホールで
開催されました。22品のエ
ントリーがあり、審査員の
方々は味・外観・独創性・
地域文化などをそれぞれ採
点し、優秀作品が決まりま
した。
　部門ごとの優秀作品は次
のとおりです。

●料理部門
　信州サーモン山麓焼き

●デザート部門
　紫米プリン

●漬物部門
　みょうがの花三昧

　来年も開催する予定です
ので、皆さんも白馬産の創
作料理で挑戦してみてはい
かがですか？

�
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働
保
険
の
加
入
手
続
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か
？
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融
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や
在
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取
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扱
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、
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に
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３
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人
の
方
々
に
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制
度
の
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は
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の
と
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で
す
。

○
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方

高
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な
ど
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得
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の
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以
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方
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・
生
徒
お
一
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き
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の
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他
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通
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（
平
成
18
年
９
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日
現

在
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ご
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以
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・
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遺
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の
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の
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が
可
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○
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間
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（
ご
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）
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元
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ボ
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も
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）
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」
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新
聞
紙
・
雑
誌
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段
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・
紙
製
容
器

包
装
に
つ
い
て
は
、
粗
大
ご
み
集
積
場
で
受
け

入
れ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
11
月
26
日
を
最

後
に
粗
大
ご
み
集
積
場
が
冬
期
閉
鎖
期
間
に
入

り
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
地
区
に
ご
み
集
積
場
が
な
い
住
民

の
方
を
対
象
に
、
冬
期
間
（
12
月
〜
3
月
）
の

対
応
と
し
て
、
左
記
の
と
お
り
臨
時
の
受
け
入

れ
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
期
　

日
：
12
月
26
日
、
１
月
23
日
、 

　
　
　
　
　

２
月
27
日
、
３
月
27
日

　
　
　
　
　

（
毎
月
第
４
火
曜
日
）

○
時
　

間
：
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

○
場
　

所
：
ウ
イ
ン
グ
21
駐
車
場 

　

受
け
入
れ
は
、
新
聞
紙
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・

紙
製
容
器
包
装
の
み
で
す
。

　

そ
の
他
リ
サ
イ
ク
ル
品
（
ペッ
ト
ボ
ト
ル
・
ト

レ
イ
・
ビ
ン
類
等
）
は
、
白
馬
山
麓
清
掃
セ
ン

タ
ー
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

期
日
、
時
間
を
厳
守
く
だ
さ
い
。
決
め
ら
れ

た
日
以
外
に
持
ち
込
ま
れ
て
も
、
置
き
場
所
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
分
け

て
縛
り
、
紙
製
容
器
包
装
は
透
明
袋
に
入

れ
て
下
さ
い
。

　

来
年
は
、
４
月
８
日
（
第
２
日
曜
）
に
粗
大

ご
み
集
積
場
再
開
予
定
で
す
。

＊
役
場
住
民
課
　

環
境
衛
生
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

７
２
―
５
０
０
０
（
内
線
１
６
４
）

八
方
、
和
田
野
、
山
麓
、
み
そ
ら
野
、
エ
コ
ー
ラ
ン
ド
、
ど
ん
ぐ
り
区
の
皆
様
へ

冬
期
間
の
新
聞
紙
・
雑
誌
等

 

資
源
物
の
出
し
方
の
お
知
ら
せ

　

白
馬
村
が
発
注
す
る
工
事
等
に
係
る
指
名

競
争
入
札
の
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
下
記

の
日
程
で
受
付
し
ま
す
。

○
受
付
期
間
：
平
成
18
年
12
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
19
年
３
月
30
日
（
必
着
）

○
有
効
期
間
：
平
成
19
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
21
年
３
月
31
日（
２
年
間
）

○
業
　
　

種
：
建
設
工
事
　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

物
品

○
提
出
書
類
：
統
一様
式
・
長
野
県
様
式
・
白

馬
村
様
式
の
い
ず
れ
か
の
様
式

※
様
式
等
は
白
馬
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

掲
載
し
ま
す
（
11
月
下
旬
予
定
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
　

役
場
建
設
課（
内
線
１
４
４
）

白
馬
村
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

（
平
成
19
―
20
年
度
分
）の
受
付
に
つ
い
て

特 産 品 紹 介
生 年 月 日
出 身 地
サ イ ズ
性 格
種 類
アルコール度数
酒 度
酸 度
使 用 原 材 料
精 米 歩 合
販 売 本 数
価 格

平成 14 年第１号販売　毎年白馬
の「紫米」刈取後熟成販売
白馬村
1,800ml  720ml　300ｍｌ
食前酒・祝い事に最適
純米酒
１５度以上１６度未満
－13～－15
1.6～ 1.9
白馬村産朝紫１００％
７０％

1,800ml　3,150 円
 720ml　1,680 円（箱入り）
 300ml　　785 円

白馬村
北安醸造株式会社
北安醸造株式会社
白馬酒商組合加盟店
青鬼地区紫米生産者
道の駅白馬
TEL 0261-75-3880
FAX 0261-75-3810

企 画
酒 造 元
販 売 者
販 売 店
地 場 産 生 産 者
お問い合わせ先

美
味
し
い
飲
み
方
に
つ
い
て
　

レ
シ
ピ

（
第
３
回
白
馬
う
ま
リ
ン
ピ
ッ
ク
食
前
酒
）

ア
ペ
リ
テ
ィ
フ
　

白
馬

材
　

料
　

白
馬
紫
雲
純
米
酒 

50
c/c

　
　
　
　

ト
ニ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー 

70
c/c

作
り
方
　

混
ぜ
合
わ
せ
る
　

よ
く
か
き
回
し
た
ほ

う
が
よ
い

カ
ク
テ
ル
　

白
馬

材
　

料
　

白
馬
紫
雲
純
米
酒 

４５
c/c

　
　
　
　

デ
ィ
タ
ー
ラ
イ
チ 

５
c/c

　
　
　
　

ト
ニ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー 

６０
c/c

作
り
方
　

白
馬
紫
雲
純
米
酒
と
デ
ィ
タ
ー
ラ
イ
チ

と
氷
を
シ
ェ
ー
カ
ー
し
て
、
グ
ラ
ス
に

注
い
で
ト
ニ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
足
す

（
一
言
：
是
非
お
試
し
下
さ
い
。
お
い
し
い
で
す
よ
。）

ラ
ネ
ー
ジ
ュ
東
館
　

塩
島

白
馬
村
特
産
品
紹
介
シ
ー
ト

特
産
品
名　

白
馬
紫
雲

生産者（農家）の声

道の駅白馬　支配人　横川　富良さん
　白馬紫雲を販売して早４年が経過いたしました。昨年
は仕込みの量を増やし前年の約 1.5 倍の仕込を行ない
ました。  
　年々反響が大きくなっている様な感触を受けます。今
年の新酒は３月上旬発売予定です。

第３回白馬うまリンピック開催

白馬村合併50周年記念コンサート
　50周年を記念して、10月21日（土）に航空自
衛隊中部航空音楽隊によるコンサートがウイ
ング21にて行われました。
　親しみやすい曲が多く、迫力のある生の演
奏に満員の客席から盛大な拍手が送られました。

　今年で３回目となる「白
馬うまリンピック」が、10月
12日（木）に多目的ホールで
開催されました。22品のエ
ントリーがあり、審査員の
方々は味・外観・独創性・
地域文化などをそれぞれ採
点し、優秀作品が決まりま
した。
　部門ごとの優秀作品は次
のとおりです。

●料理部門
　信州サーモン山麓焼き

●デザート部門
　紫米プリン

●漬物部門
　みょうがの花三昧

　来年も開催する予定です
ので、皆さんも白馬産の創
作料理で挑戦してみてはい
かがですか？

�



白
馬
村
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
　

関
連
事
業

山
崎
先
生
と
語
る
会

山
崎
先
生
と
語
る
会

ま
し
た
。

　

次
回
は
11
月
29
日（
水
）午
前
10
時
よ
り
中
部
保

育
園
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、興
味
の
あ
る
方
、

子
育
て
に
お
悩
み
の
方
は
ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
出

か
け
下
さ
い
。

　

託
児
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

（
毎
年
４
回
実
施
　

場
所
：
中
部
保
育
園
　

他
）

　

子
育
て
に
関
す
る
相
談
は
随
時
承
っ
て
お
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課

　

T
E
L 
７
２
―
５
０
０
０

　

子
育
て
支
援
の一
環
と
し
て
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

山
崎
雅
保
先
生
を
お
迎
え
し
、
今
年
は
様
々
な
テ

ー
マ
を
元
に
年
3
回
の
座
談
会
と
講
演
会
を
行
い

ま
し
た
。
日
々
の

子
育
て
の
悩
み
を

中
心
に
、
テ
レ
ビ
・

ビ
デ
オ
が
も
た
ら

す
影
響
や
医
学
的

な
根
拠
に
基
づ
く

お
話
な
ど
ユ
ー
モ
ア

も
交
え
て
参
加
者

全
員
で
話
し
合
い

北
ア
ル
プ
ス
平
日
夜
間
小
児
科
・
内
科
急
病
セ
ン
タ
ー
開
設
の
お
知
ら
せ

大
北
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
出
張
相
談
日
程

成
年
後
見
制
度
っ
て
何
？

その１その４

成
年
後
見
制
度
っ
て
何
？

る
、
親
族
の
間
で
療
養
監
護
や
財
産
管
理
の
方
針

に
つ
い
て
大
き
な
く
い
違
い
が
あ
る
な
ど
の
場
合
に

は
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
等
の
第

三
者
を
成
年
後
見
人
等
と
し
て
選
任
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
複
数
の
成
年
後
見
人
等
を
選

任
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
第
三
者
の

成
年
後
見
人
等
に
対
す
る
報
酬
は
、
家
庭
裁
判
所

が
公
正
な
立
場
か
ら
、
成
年
後
見
人
等
の
仕
事
の

内
容
か
ら
考
慮
し
て
、
金
額
を
決
定
し
た
上
で
、

本
人
の
財
産
の
中
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。

（
長
野
家
庭
裁
判
所
：
成
年
後
見
制
度
Q
＆
A
よ
り
）

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
業
務
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
高
齢
者
の
皆
様
の
権
利
擁
護
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
T
E
L 

７
２
―

６
６
６
７
ま
で
。

白
馬
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

今
回
は
「
ど
の
よ
う
な
人
が
成
年
後
見
人
等
に

選
ば
れ
る
の
か
」
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

家
庭
裁
判
所
は
、
次
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
最
も

適
任
と
思
わ
れ
る
方
を
選
任
し
ま
す
。

①
本
人
の
心
身
の
状
況
並
び
に
生
活
及
び
財
産
の

状
況

②
成
年
後
見
人
等
候
補
者
の
職
業
・
経
歴

③
成
年
後
見
人
等
候
補
者
と
本
人
と
の
利
害
関
係

の
有
無

④
本
人
の
意
見

⑤
そ
の
他
一切
の
事
情

　

そ
の
た
め
、
申
立
書
に
記
載
さ
れ
た
成
年
後
見

人
等
候
補
者
が
必
ず
そ
の
ま
ま
選
任
さ
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
家
庭
裁
判
所
は
、
本
人
の

財
産
が
高
額
で
あ
る
、
財
産
の
状
況
が
複
雑
で
あ

　

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
で
は
、
大
北
医
師
会
、
市
立
大
町
総
合
病
院
、
厚
生
連
安
曇
総
合
病
院
の
協
力
を

得
て
、
平
成
18
年
度
よ
り
、
夜
間
急
病
の
患
者
さ
ん
の
た
め
の
『
北
ア
ル
プ
ス
平
日
夜
間
小
児
科
・
内
科
急
病

セ
ン
タ
ー
』
を
開
設
し
ま
し
た
。

○
診
療
場
所
　

大
町
市
大
町
１
６
０
１
番
地
２
（
大
町
市
文
化
会
館
南
隣
）

　
　
　
　
　
　

大
町
市
勤
労
者
福
祉
施
設
「
フ
レ
ン
ド
・
プ
ラ
ザ
大
町
」
内

　
　
　
　
　
　

「
北
ア
ル
プ
ス
平
日
夜
間
小
児
科
・
内
科
急
病
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　
　
　
　

T
E
L
：
２
６―

６
１
９
９

○
診
察
日
時
　

月
曜
〜
土
曜
日
　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

○
休　

診　

日
　

日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末
年
始

○
受
付
時
間
　

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時
45
分
（
お
問
い
合
わ
せ
・
相
談
）

○
担
当
医
師
　

大
北
医
師
会
と
市
立
大
町
総
合
病
院
、
厚
生
連
安
曇
総
合
病
院
の
医
師
が
交
代
で
診
察

○
診
療
科
目
　

小
児
科
・
内
科

　

夜
間
、
体
調
が
優
れ
な
い
場
合
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
は
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
ま
た
は
白
馬
村
役
場
保
健
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

身
体
障
害
・
知
的
障
害
・
精
神
障
害
を
お
持
ち
の
方
や
ご
家
族
の
方
等
の
あ
ら
ゆ
る
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
程
　

12
月
１
日（
金
）、
１
月
５
日（
金
）、
２
月
16
日（
金
）、
３
月
16
日（
金
）

○
時
間
　

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時

○
場
所
　

白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　

２
階
相
談
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
　

大
北
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
　

T
E
L 

2
6
―

3
8
5
5

白
馬
村
役
場
保
健
福
祉
課
（
担
当
：
柏
原
）
　

T
E
L 

7
2
―

5
0
0
0
（
内
線
1
5
3
）
　

11
月
〜
12
月
保
健
ガ
イ
ド

白馬・小谷村 大町市内（内科・小児科）

休
日
当
番
医

月　日 曜　日 大北一円（外科） 歯科医院
11月19日 （日） しんたにクリニック 遠藤内科医院 石曽根医院 平林歯科医院
11月23日 （木） 白馬診療所 松林医院 市立大町総合病院 いとう歯科医院
11月26日 （日） 公済堂（北沢）医院 加藤診療所 厚生連安曇総合病院 横澤歯科医院
12月  3日 （日） 小谷村診療所 菊地クリニック 狩谷整形外科医院 師岡歯科医院
12月10日 （日） 栗田医院 小野医院 みどりクリニック あづみ野歯科医院
12月17日 （日） しんたにクリニック 平林医院 栗林医院 橘歯科医院
12月23日 （土） 白馬診療所 横沢内科医院 西森整形外科 あづみ野歯科
12月24日 （日） 横沢医院 新津内科医院 石曽根医院 宮下歯科医院

子育て支援ルーム
場　所 対　象曜　日

11・12月　なかよし広場

中部保育園

北部保育園
南部保育園

（火）
（金）
（月）
（木）

11月：21日、28日　　　12月：5日、12日
11月：17日、24日　　　12月：1日、8日、15日
11月：20日、27日　　　※11月で終了となります
11月：30日　　　　　  ※11月で終了となります

満１歳児
２．３歳児
満１歳
～就園

「山崎先生と語る会」○11月27日（水）「甘やかさない子育ては」

月　　日

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
人
権
週

間
で
す
。
平
成
18
年
度
は
「
育
て
よ
う

一人一人
の
人
権
意
識
　

―
思
い
や
り
の
心
・

か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
―
」
を
テ

ー
マ
に
、
人
権
擁
護
の
普
及
高
揚
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
い
じ
め
や
体
罰
、

家
庭
内
の
問
題
、金
銭
、高
齢
者
、女
性
、

交
通
事
故
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
な
ど
、

皆
さ
ん
の
多
様
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
を
守
り
ま
す
。

難
し
い
手
続
き
も
い
り
ま
せ
ん
の
で
、
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

○
日
　

時

　

12
月
５
日（
火
）
午
後
１
時
〜
４
時

○
場
　

所

　

白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
担
　

当

大
町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
所
属
人

権
擁
護
委
員

　

相
談
所
開
設
日
以
外
は
、
法
務
局
ま

た
は
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

T
E
L 

0
2
6
―
2
3
2
―
8
1
1
0（
直
通
）

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

T
E
L 

0
2
6
―
2
3
2
―
8
1
4
5（
直
通
）

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局

　

T
E
L 

0
2
6
1
―

2
2
―

0
3
7
9

暮
ら
し
の
中
の

悩
み
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

11月20日（月） ふれあいセンター開放日 9：30～12：00 どなたでも  
11月21日（火） 赤ちゃん健診(前期） 9：15～9：30 Ｈ18．7月  
11月27日（月） 2ヶ月育児相談 9：45～10：00 H18．9月生  
11月28日（火） マタニティ教室② 10：00～11：30 妊婦（夫）  
12月  4日（月） 育児相談日 9：30～12：00 どなたでも
12月  7日（木） 3才健診 1：00～1：15 Ｈ15．10月～12月生
12月11日（月） ふれあいセンター開放日 9：30～12：00 どなたでも
12月13日（水） すくすく親子広場 10時開始 
12月15日（金） 赤ちゃん健診(後期） 9：15～9：30 Ｈ18．1月～2月
12月18日（月） 2ヶ月育児相談 9：45～10：00 H18．10月生
12月20日（水） 1才半健診 1：00～1：15 Ｈ17．4月～5月生
12月25日（月） ふれあいセンター開放日 9：30～12：00 どなたでも

場所：ふれあいセンター健診等

種　類 受付期間 対象者

※お子さんの対象日に接種できなかった場合は、それ以降の日程で接種できます。
　ただし他の予防接種との接種間隔にご注意ください。

月日
場所：ふれあいセンター予防接種

11月22日（水） 三種混合 　1：15～2：15
　 初回1回　H18．2月～7月生

   追加　H17．11月までに初回3回目を受けた児

12月14日（木） 三種混合 　1：15～2：15
　 初回２回　H18．２月～７月生

   追加　H17．12月までに初回３回目を受けた児
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白
馬
村
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
　

関
連
事
業

山
崎
先
生
と
語
る
会

山
崎
先
生
と
語
る
会

ま
し
た
。

　

次
回
は
11
月
29
日（
水
）午
前
10
時
よ
り
中
部
保

育
園
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、興
味
の
あ
る
方
、

子
育
て
に
お
悩
み
の
方
は
ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
出

か
け
下
さ
い
。

　

託
児
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

（
毎
年
４
回
実
施
　

場
所
：
中
部
保
育
園
　

他
）

　

子
育
て
に
関
す
る
相
談
は
随
時
承
っ
て
お
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課

　

T
E
L 

７
２
―
５
０
０
０

　

子
育
て
支
援
の一
環
と
し
て
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

山
崎
雅
保
先
生
を
お
迎
え
し
、
今
年
は
様
々
な
テ

ー
マ
を
元
に
年
3
回
の
座
談
会
と
講
演
会
を
行
い

ま
し
た
。
日
々
の

子
育
て
の
悩
み
を

中
心
に
、
テ
レ
ビ
・

ビ
デ
オ
が
も
た
ら

す
影
響
や
医
学
的

な
根
拠
に
基
づ
く

お
話
な
ど
ユ
ー
モ
ア

も
交
え
て
参
加
者

全
員
で
話
し
合
い

北
ア
ル
プ
ス
平
日
夜
間
小
児
科
・
内
科
急
病
セ
ン
タ
ー
開
設
の
お
知
ら
せ

大
北
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
出
張
相
談
日
程

成
年
後
見
制
度
っ
て
何
？

その１その４

成
年
後
見
制
度
っ
て
何
？

る
、
親
族
の
間
で
療
養
監
護
や
財
産
管
理
の
方
針

に
つ
い
て
大
き
な
く
い
違
い
が
あ
る
な
ど
の
場
合
に

は
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
等
の
第

三
者
を
成
年
後
見
人
等
と
し
て
選
任
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
複
数
の
成
年
後
見
人
等
を
選

任
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
第
三
者
の

成
年
後
見
人
等
に
対
す
る
報
酬
は
、
家
庭
裁
判
所

が
公
正
な
立
場
か
ら
、
成
年
後
見
人
等
の
仕
事
の

内
容
か
ら
考
慮
し
て
、
金
額
を
決
定
し
た
上
で
、

本
人
の
財
産
の
中
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。

（
長
野
家
庭
裁
判
所
：
成
年
後
見
制
度
Q
＆
A
よ
り
）

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
業
務
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
高
齢
者
の
皆
様
の
権
利
擁
護
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
T
E
L 

７
２
―

６
６
６
７
ま
で
。

白
馬
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

今
回
は
「
ど
の
よ
う
な
人
が
成
年
後
見
人
等
に

選
ば
れ
る
の
か
」
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

家
庭
裁
判
所
は
、
次
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
最
も

適
任
と
思
わ
れ
る
方
を
選
任
し
ま
す
。

①
本
人
の
心
身
の
状
況
並
び
に
生
活
及
び
財
産
の

状
況

②
成
年
後
見
人
等
候
補
者
の
職
業
・
経
歴

③
成
年
後
見
人
等
候
補
者
と
本
人
と
の
利
害
関
係

の
有
無

④
本
人
の
意
見

⑤
そ
の
他
一切
の
事
情

　

そ
の
た
め
、
申
立
書
に
記
載
さ
れ
た
成
年
後
見

人
等
候
補
者
が
必
ず
そ
の
ま
ま
選
任
さ
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
家
庭
裁
判
所
は
、
本
人
の

財
産
が
高
額
で
あ
る
、
財
産
の
状
況
が
複
雑
で
あ

　

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
で
は
、
大
北
医
師
会
、
市
立
大
町
総
合
病
院
、
厚
生
連
安
曇
総
合
病
院
の
協
力
を

得
て
、
平
成
18
年
度
よ
り
、
夜
間
急
病
の
患
者
さ
ん
の
た
め
の
『
北
ア
ル
プ
ス
平
日
夜
間
小
児
科
・
内
科
急
病

セ
ン
タ
ー
』
を
開
設
し
ま
し
た
。

○
診
療
場
所
　

大
町
市
大
町
１
６
０
１
番
地
２
（
大
町
市
文
化
会
館
南
隣
）

　
　
　
　
　
　

大
町
市
勤
労
者
福
祉
施
設
「
フ
レ
ン
ド
・
プ
ラ
ザ
大
町
」
内

　
　
　
　
　
　

「
北
ア
ル
プ
ス
平
日
夜
間
小
児
科
・
内
科
急
病
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　
　
　
　

T
E
L
：
２
６―

６
１
９
９

○
診
察
日
時
　

月
曜
〜
土
曜
日
　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

○
休　

診　

日
　

日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末
年
始

○
受
付
時
間
　

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時
45
分
（
お
問
い
合
わ
せ
・
相
談
）

○
担
当
医
師
　

大
北
医
師
会
と
市
立
大
町
総
合
病
院
、
厚
生
連
安
曇
総
合
病
院
の
医
師
が
交
代
で
診
察

○
診
療
科
目
　

小
児
科
・
内
科

　

夜
間
、
体
調
が
優
れ
な
い
場
合
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
は
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
ま
た
は
白
馬
村
役
場
保
健
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

身
体
障
害
・
知
的
障
害
・
精
神
障
害
を
お
持
ち
の
方
や
ご
家
族
の
方
等
の
あ
ら
ゆ
る
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
程
　

12
月
１
日（
金
）、
１
月
５
日（
金
）、
２
月
16
日（
金
）、
３
月
16
日（
金
）

○
時
間
　

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時

○
場
所
　

白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　

２
階
相
談
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
　

大
北
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
　

T
E
L 

2
6
―

3
8
5
5

白
馬
村
役
場
保
健
福
祉
課
（
担
当
：
柏
原
）
　

T
E
L 

7
2
―

5
0
0
0
（
内
線
1
5
3
）
　

11
月
〜
12
月
保
健
ガ
イ
ド

白馬・小谷村 大町市内（内科・小児科）

休
日
当
番
医

月　日 曜　日 大北一円（外科） 歯科医院
11月19日 （日） しんたにクリニック 遠藤内科医院 石曽根医院 平林歯科医院
11月23日 （木） 白馬診療所 松林医院 市立大町総合病院 いとう歯科医院
11月26日 （日） 公済堂（北沢）医院 加藤診療所 厚生連安曇総合病院 横澤歯科医院
12月  3日 （日） 小谷村診療所 菊地クリニック 狩谷整形外科医院 師岡歯科医院
12月10日 （日） 栗田医院 小野医院 みどりクリニック あづみ野歯科医院
12月17日 （日） しんたにクリニック 平林医院 栗林医院 橘歯科医院
12月23日 （土） 白馬診療所 横沢内科医院 西森整形外科 あづみ野歯科
12月24日 （日） 横沢医院 新津内科医院 石曽根医院 宮下歯科医院

子育て支援ルーム
場　所 対　象曜　日

11・12月　なかよし広場

中部保育園

北部保育園
南部保育園

（火）
（金）
（月）
（木）

11月：21日、28日　　　12月：5日、12日
11月：17日、24日　　　12月：1日、8日、15日
11月：20日、27日　　　※11月で終了となります
11月：30日　　　　　  ※11月で終了となります

満１歳児
２．３歳児
満１歳
～就園

「山崎先生と語る会」○11月27日（水）「甘やかさない子育ては」

月　　日

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
人
権
週

間
で
す
。
平
成
18
年
度
は
「
育
て
よ
う

一人一人
の
人
権
意
識
　

―
思
い
や
り
の
心
・

か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
―
」
を
テ

ー
マ
に
、
人
権
擁
護
の
普
及
高
揚
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
い
じ
め
や
体
罰
、

家
庭
内
の
問
題
、金
銭
、高
齢
者
、女
性
、

交
通
事
故
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
な
ど
、

皆
さ
ん
の
多
様
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
を
守
り
ま
す
。

難
し
い
手
続
き
も
い
り
ま
せ
ん
の
で
、
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

○
日
　

時

　

12
月
５
日（
火
）
午
後
１
時
〜
４
時

○
場
　

所

　

白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
担
　

当

大
町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
所
属
人

権
擁
護
委
員

　

相
談
所
開
設
日
以
外
は
、
法
務
局
ま

た
は
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

T
E
L 

0
2
6
―
2
3
2
―
8
1
1
0（
直
通
）

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

T
E
L 

0
2
6
―
2
3
2
―
8
1
4
5（
直
通
）

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局

　

T
E
L 

0
2
6
1
―

2
2
―

0
3
7
9

暮
ら
し
の
中
の

悩
み
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

11月20日（月） ふれあいセンター開放日 9：30～12：00 どなたでも  
11月21日（火） 赤ちゃん健診(前期） 9：15～9：30 Ｈ18．7月  
11月27日（月） 2ヶ月育児相談 9：45～10：00 H18．9月生  
11月28日（火） マタニティ教室② 10：00～11：30 妊婦（夫）  
12月  4日（月） 育児相談日 9：30～12：00 どなたでも
12月  7日（木） 3才健診 1：00～1：15 Ｈ15．10月～12月生
12月11日（月） ふれあいセンター開放日 9：30～12：00 どなたでも
12月13日（水） すくすく親子広場 10時開始 
12月15日（金） 赤ちゃん健診(後期） 9：15～9：30 Ｈ18．1月～2月
12月18日（月） 2ヶ月育児相談 9：45～10：00 H18．10月生
12月20日（水） 1才半健診 1：00～1：15 Ｈ17．4月～5月生
12月25日（月） ふれあいセンター開放日 9：30～12：00 どなたでも

場所：ふれあいセンター健診等

種　類 受付期間 対象者

※お子さんの対象日に接種できなかった場合は、それ以降の日程で接種できます。
　ただし他の予防接種との接種間隔にご注意ください。

月日
場所：ふれあいセンター予防接種

11月22日（水） 三種混合 　1：15～2：15
　 初回1回　H18．2月～7月生

   追加　H17．11月までに初回3回目を受けた児

12月14日（木） 三種混合 　1：15～2：15
　 初回２回　H18．２月～７月生

   追加　H17．12月までに初回３回目を受けた児
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　年々作品数が多くなり、また年々レベ
ルが上がってきています。
　また、「データでみる白馬村50年」・「企
業展示コーナー」も注目を集めていました。

　毎年多くのグループが参加して行
う芸能発表。今年は、４日に芸能関
係、５日音楽関係の発表を行いまし
た。会場につめかけたお客さんから
出演者に大きな拍手が贈られました。 

　お茶席が３席設けられ
ました。ひとつのお茶席
では白馬高校の皆さんが
お手前を披露しました。 

　村内にある４
ヶ所の足湯が集
まり足湯めぐり
を楽しむことが
できました。

　多くの人で賑わいお昼にはもう売り切れになってし
まった出店もありました。

合併50周年記念

　道の駅・岳の湯で飾られている巨
大な書を特別に展示しました。また、
ご本人による講演や示範揮毫を行
いました。

　白馬高校の今
までの入学者数
などの展示を行
いました。

　和歌山県太地町・静岡県河津町の皆さ
んが遠路はるばる来村していただき、特産
品の販売・振る舞いをしてくれました。

　11月３日（金）～５日（日）にウイング21を会場に第36回白馬村文化祭
が開催されました。大勢の皆さまにご来場いただき大盛況となりました。
この文化祭にご参加・ご協力頂きました皆さまにこの紙面を借りて御礼
申し上げます。



2
館報はくば　Vol. 416

家
の
お
ば
さ
ん
た
ち
が
作
っ
て

く
れ
た
季
節
の
食
材
を
使
っ
た

漬
物
や
ら
煮
物
、
お
や
つ
を
、

軽
ト
ラ
の
荷
台
の
上
に
並
べ
て

皆
で
い
た
だ
く
。「
こ
れ
は
ど
う

や
っ
て
つ
く
る
の
？
」「
こ
れ
は

何
？
」「
お
い
し
い
ね
」
と
話
し

な
が
ら
地
元
白
馬
の
食
を
満
喫

し
ま
す
。

　

こ
の
ひ
ろ
ば
は
、
現
在
そ
し
て
未
来
の
村
民
の

幸
せ
の
た
め
に
、
何
を
し
た
ら
良
い
か
、
あ
る
い

は
し
て
は
い
け
な
い
か
、
村
政
ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
つ
い
て
、
村
民
の
意
見
や
情
報
を
交
換

し
合
う
場
と
し
て
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
こ
の
読
者
で
あ
る
皆
さ
ん
の

ペ
ー
ジ
で
す
。
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、
聞
い

て
も
ら
い
た
い
こ
と
等
、
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
原
則
と
し
て
誹
謗
中
傷
等
は
掲
載
い
た

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
筆
者
の
匿
名
は
認
め
ま
せ
ん
。

■
原
稿
の
受
付
・
問
い
合
わ
せ

　

白
馬
村
公
民
館
　

T
E
L 

７
２̶

8
7
7
0

　
　
 

F
A
X 

７
２̶

8
7
7
1

親
子
で
土
に
触
れ
、
食
し
て
、
人
に
触
れ…

み
そ
ら
野
　
　
　

廣
瀬
陽
子

家
の
お
ば
さ
ん
た
ち
が
作
っ
て

く
れ
た
季
節
の
食
材
を
使
っ
た

漬
物
や
ら
煮
物
、
お
や
つ
を
、

軽
ト
ラ
の
荷
台
の
上
に
並
べ
て

皆
で
い
た
だ
く
。「
こ
れ
は
ど
う

や
っ
て
つ
く
る
の
？
」「
こ
れ
は

何
？
」「
お
い
し
い
ね
」
と
話
し

な
が
ら
地
元
白
馬
の
食
を
満
喫

し
ま
す
。

　

ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
へ
の
参
加

が
き
っ
か
け
で
、
改
め
て
豊
か

さ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
白
馬
で

の
生
活
を
も
っ
と
も
っ
と
子
供

と
一
緒
に
体
験
し
て
い
き
た
い

な
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

我
が
家
は
今
年
三
年
目
を
迎

え
る
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
に
毎
年
、

毎
月
欠
か
さ
ず
参
加
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
ア
グ
リ
ス
ク
ー

ル
と
は
白
馬
村
の
観
光
農
政
課

内
、
地
場
産
推
進
会
の
皆
さ
ん

が
中
心
に
な
っ
て
月
一
回
行
っ

て
い
る
家
族
で
参
加
で
き
る
農

業
体
験
で
す
。

　

人
参
の
種
を
蒔
い
た
り
、
ト

マ
ト
を
植
え
た
り
、
育
っ
た
野

菜
の
収
穫
を
地
元
の
農
家
の
方

た
ち
に
手
取
り
足
取
り
教
え
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
の
季
節

ご
と
の
畑
仕
事
を
し
ま
す
。
仕

事
と
い
っ
て
も
私
の
よ
う
に
四

歳
、
二
歳
、
一
歳
の
子
供
と
一

緒
の
参
加
で
は
土
遊
び
に
終

わ
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
そ

れ
で
も
毎
回
親
子
共
々
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

畑
の
草
を
む
し
り
な
が
ら
、
ト

マ
ト
を
口
に
投
げ
入
れ
て
美
味

し
い
ね
、
と
子
供
た
ち
と
時
間

を
過
ご
す
、
な
ん
て
幸
せ
な
ん

だ
ろ
う
と
い
つ
も
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
一
仕
事
の
後
は
、
農

　野球選手権大会が10月１日
（日）、ソフトボール選手権大会が
10月15日（日）に村営北部グラウン
ドにて開催されました。シーズ
ンの締めくくりとして、各大会
とも熱戦が繰り広げられました。

平成18年度白馬村野球選手権大会
第８回白馬村ソフトボール選手権大会 　朝晩の冷え込みが身体に沁み始

めた秋の１日、第11回白馬村テニ
ス大会が開催されました。６月か
ら開催していた、テニス教室受講
者の方も出場していました。リー
グ戦の後決勝トーナメントが行わ
れ、参加者にとって充実した１日
となったと思います。

第11回白馬村テニス大会

「
京
都
茂
山
狂
言
が

白
馬
に
や
っ
て
く
る
！！

」

狂
言
っ
て
意
外
と

む
ず
か
し
く
な
い
！！

狂
言
の
世
界
に
触
れ
て
、

爆
笑
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
京
都
茂
山
狂
言
が

白
馬
に
や
っ
て
く
る
！！

」

狂
言
っ
て
意
外
と

む
ず
か
し
く
な
い
！！

狂
言
の
世
界
に
触
れ
て
、

爆
笑
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ Vol. 416

館長　太田敏彦
Tel. 0261ー 72ー 8770
Tel. 0261ー 72ー 8771

白 馬 村 公 民 館

2006.11.20
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　年々作品数が多くなり、また年々レベ
ルが上がってきています。
　また、「データでみる白馬村50年」・「企
業展示コーナー」も注目を集めていました。

　毎年多くのグループが参加して行
う芸能発表。今年は、４日に芸能関
係、５日音楽関係の発表を行いまし
た。会場につめかけたお客さんから
出演者に大きな拍手が贈られました。 

　お茶席が３席設けられ
ました。ひとつのお茶席
では白馬高校の皆さんが
お手前を披露しました。 

　村内にある４
ヶ所の足湯が集
まり足湯めぐり
を楽しむことが
できました。

　多くの人で賑わいお昼にはもう売り切れになってし
まった出店もありました。

合併50周年記念

　道の駅・岳の湯で飾られている巨
大な書を特別に展示しました。また、
ご本人による講演や示範揮毫を行
いました。

　白馬高校の今
までの入学者数
などの展示を行
いました。

　和歌山県太地町・静岡県河津町の皆さ
んが遠路はるばる来村していただき、特産
品の販売・振る舞いをしてくれました。

　11月３日（金）～５日（日）にウイング21を会場に第36回白馬村文化祭
が開催されました。大勢の皆さまにご来場いただき大盛況となりました。
この文化祭にご参加・ご協力頂きました皆さまにこの紙面を借りて御礼
申し上げます。



4
館報はくば　Vol. 416

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り
No.60No.60
平成18年11月
白馬村図書館
℡(72)-5200

一

般

書

一

般

書

絵　

本

絵　

本

おはなしの会
毎月　第２土曜日
午前　10：30 ～
白馬村図書館
児童ルームにて
開催中です。

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

月
曜
日
　

祝
日

毎
月
　

最
終
金
曜
日
（
館
内
整
理
休
館
日
）

　
　
　

↓
　

祝
日
と
重
な
る
場
合
、
休
館
日
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

・
そ
の
他
　
　

や
む
を
得
ず
臨
時
休
館
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

午
前
　

９
時
〜
12
時

午
後
　

1
時
〜
6
時

昼
　

１
時
間
閉
館

総
統
に
、
皇
帝
の
座
を
。

詐
欺
師
に
は
、
財
宝
を
。

1
9
1
6
年
、天
才
詐
欺
師
・
伊
沢
修
が
帰
っ

て
き
た
！
歴
史
冒
険
小
説
。

Ｔ
．Ｒ
．Ｙ
．
北
京
詐
劇

Ｔ
．Ｒ
．Ｙ
．
北
京
詐
劇

ペ
キ
ン
・
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
ル

ト

ラ

イ

三田村　信行
分類　913ミ

 

キ
ツ
ネ
の
か
ぎ
や
⑨

　
　
　
　
　

カ
ッ
パ
の
秘
宝

 

キ
ツ
ネ
の
か
ぎ
や
⑨

　
　
　
　
　

カ
ッ
パ
の
秘
宝

キ
ツ
ネ
の
か
ぎ
や
は
、
秘
宝
カ
ッ
パ
玉
の

入
っ
た
　

は
こ
の
か
ぎ
を
あ
け
て
ほ
し
い

と
イ
ノ
シ
シ
村
長
に
た
の
ま
れ
た
の
だ
け

ど…

。!

逃
亡
生
活
か
ら
足
を
洗
い
、
小
さ
な
医
院

を
開
い
て
十
年
。
患
者
は
引
き
も
切
ら
な

い
が
、
厄
介
な
相
談
事
ま
で
持
ち
込
ま
れ

て…

。
時
代
小
説
。

町
医
北
村
宗
哲

町
医
北
村
宗
哲

分類　914カ

，06
年
版
ベ
ス
ト
・
エ
ッ
セ
イ
集
。

珍
し
い
話
、
愉
し
い
話
、
し
み
じ
み
と
し

た
話
な
ど
、
心
に
響
く
珠
玉
の
六
十
編
。

カ
マ
キ
リ
の
雪
予
想

カ
マ
キ
リ
の
雪
予
想

女
刑
事
・
音
道
貴
子
シ
リ
ー
ズ
最
新
刊
。

東
京
・
下
町
の
解
体
工
事
現
場
か
ら
白
骨

死
体
が
三
つ
。
そ
し
て
大
家
で
あ
る
徘
徊

老
人
の
撲
殺
事
件
。
音
道
・
滝
沢
の
名
コ

ン
ビ
復
活
。

風
の
墓
碑
銘

風
の
墓
碑
銘

児

童

書

児

童

書

イ
ギ
リ
ス
か
ら
や
っ
て
き
た
メ
イ
ド
の
ケ
イ

ト
が
殺
人
事
件
の
容
疑
者
？
禁
酒
法
時
代
の

華
や
か
な
り
し
ハ
リ
ウ
ッ
ド
を
舞
台
に
展
開

す
る
、
犬
と
メ
イ
ド
の
本
格
推
理
小
説
。

お
楽
し
み
は
こ
れ
か
ら
だ
！

お
楽
し
み
は
こ
れ
か
ら
だ
！

真瀬　もと
分類　Ｆマ

乃南　アサ
分類　Ｆノ

ポ
ケ
モ
ン
を
さ
が
せ
！

ゆ
う
え
ん
ち
は
お
お
さ
わ
ぎ

ポ
ケ
モ
ン
を
さ
が
せ
！

ゆ
う
え
ん
ち
は
お
お
さ
わ
ぎ

み
ん
な
で
き
た
よ
！
ゆ
う
え
ん
ち
。
あ
っ

ち
で
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
、
こ
っ
ち
で
ワ
ー

ワ
ー
。
ど
こ
も
か
し
こ
も
お
お
さ
わ
ぎ
！

分類　Ｅポ

井上　尚登
分類　Ｆイ

佐藤　雅美
分類　Ｆサ

エ

ピ

タ

フ
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今
回
は
と
て
も
素
直
に
自
分

の
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
た
女
性
と

の
会
話
で
感
じ
た
こ
と
、
あ
ら
た

め
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
っ
た
こ

と
を
伝
え
て
み
ま
す
。

　

こ
の
女
性
（
以
下
彼
女
）
は
、

今
子
育
て
中
な
の
で
、
他
の
お

母
さ
ん
と
接
す
る
機
会
が
あ
り

ま
す
。
あ
る
日
、
彼
女
は
自
分

が
知
っ
て
い
る
大
好
き
な
白
馬

を
、
他
の
お
母
さ
ん
は
あ
ま
り

好
き
で
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ

く
・
・
と
い
う
よ
り
も
、「
好
き

で
は
な
い
・
良
く
思
っ
て
い
な
い
」

と
い
う
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し

ま
す
。好
き
で
は
な
い
理
由
に
は
、

主
に
生
活
の
中
で
の
色
々
な
不

自
由
な
環
境
が
あ
げ
ら
れ
る
よ

う
で
す
。自
然
は
素
晴
ら
し
い
が
、

住
ん
で
み
る
と
色
々
な
こ
と
が
見

え
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

　

ブ
ロ
グ
の
中
で
彼
女
は
、
結

婚
や
子
育
て
で
自
分
の
時
間
が

自
由
に
使
え
ず
、
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
て
い
る
と
き
に
私
を
救
っ
て
く

れ
た
の
は
、
白
馬
の
豊
か
な
自

然
で
し
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。
自

然
へ
の
関
心
や
受
け
止
め
方
、

日
々
の
色
々
な
も
の
へ
の
感
じ
方

は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
み
な
さ
ん
は
こ
の
言
葉
を
ど

う
受
け
止
め
ま
し
た
か
？
こ
れ
か

ら 

の
時
期
は
冷
え
込
み
、
山
が

き
れ
い
に
見
え
ま
す
。
自
然
だ
け

で
な
く
て
も
良
い
で
す
が
、ち
ょ
っ

と
あ
た
り
を
見
回
し
て
、
自
分

の
「
白
馬
っ
て
？
」
と
、
少
し

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

私
た
ち
男
女
共
同
参
画
事
務

局
は
、
こ
の
白
馬
を
住
み
や
す

く
す
る
た
め
に
、
白
馬
の
く
ら
し

も
大
好
き
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
事
業
を
通
じ
て
ち
っ
ち
ゃ
な

こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
見
つ
め
、
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

　

白
馬
村
で
は
、
白
馬
村
男
女 

共
同
参
画
社
会
づ
く
り
計
画
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

に
も
ご
意
見
を
聞
き
、
必
要
と

さ
れ
る
も
の
を
作
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
っ
て
な
に
？

こ
う
思
う
!!
な
ど
な
ど
、
色
々

と
伝
え
た
い
!!
考
え
て
み
た
い
人

も
大
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？？
ご

相
談
も
お
聴
き
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
白
馬
村
役
場

総
務
課（
男
女
共
同
参
画
係
）ま
で

電
話
７
２
―

５
０
０
０

（
内
線
１
２
０
番
）

ちっちゃな事から始めよう

男女共同参画社会の実現を目指して
「白馬」って、みなさんにとってどんなところですか？　どんなことを思いますか？

　

白馬村里山
トレッキング
　10月22日（日）に青鬼のトレッキ
ングを行いました。
　好天に恵まれ、地元青鬼の松倉
広さんの説明を受けながら晩秋の
青鬼を楽しく散策しました。

※白馬村次世代育成支援行動計画関連事業

　恒例のすくすく教室運動会がウイング21で
開催され、みんな元気一杯に走りまわってい
ました。

すくすく教室　運動会開催

白馬席書大会
　10月29日（日）に白馬席書大会が開催されました。
　元気良く筆を走らせ、日頃の練習の成果を披露
していました。

南　沢　菜　子
郷　津　朋　稀
飯　島　聖　也
内　川　佳　祐
小見山かおり
早　川　　敬
輪　湖　里　美

沢　　渡
深　　空
森　　上
白　馬　町
落　　倉
どんぐり
大　　出

白馬新聞社賞
白馬村書道同好会長賞
白馬村観光局長賞
白馬村議会議長賞
白馬村教育委員長賞
白馬村公民館長賞
白馬村長賞

第19回白馬村社会福祉大会のご案内
日　時　平成18年12月２日（土）午後１時30分～
場　所　白馬村役場隣多目的ホール
内　容　開会式
　　　　表　彰
　　　　講　演「さぁ、一緒に歩こう･･･見えない人・
　　　　　　　　見えにくい人のサポートを学ぼう（仮題）」
講　師　広沢里枝子　氏
問合せ　白馬村社会福祉協議会
　　　　（電話72―5000内線510）

2年
3年
4年
5年
6年
6年
1年

南　小
北　小
北　小
北　小
北　小
北　小
白馬中 

　白馬村社協では、住民の連帯と協力に根ざした地域
福祉の推進のため、「ともに生きる福祉の地域づくり」
をテーマに第19回白馬村社会福祉大会を開催します。
　当日は、各種表彰のほか、ＳＢＣラジオ「里枝子の窓」
でアイメイト（盲導犬）と共にパーソナリティをされ
ている広沢里枝子さんをお招きして講演会を行います。
　どなたでもご参加いただけますので、ご近所ご友人、
お子さんとご一緒にお気軽にご参加ください。大勢の
皆さんのお越しをお待ちしております。
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児童ルームにて
開催中です。

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

月
曜
日
　

祝
日

毎
月
　

最
終
金
曜
日
（
館
内
整
理
休
館
日
）

　
　
　

↓
　

祝
日
と
重
な
る
場
合
、
休
館
日
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

・
そ
の
他
　
　

や
む
を
得
ず
臨
時
休
館
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

午
前
　

９
時
〜
12
時

午
後
　

1
時
〜
6
時

昼
　

１
時
間
閉
館

総
統
に
、
皇
帝
の
座
を
。

詐
欺
師
に
は
、
財
宝
を
。

1
9
1
6
年
、天
才
詐
欺
師
・
伊
沢
修
が
帰
っ

て
き
た
！
歴
史
冒
険
小
説
。

Ｔ
．Ｒ
．Ｙ
．
北
京
詐
劇

Ｔ
．Ｒ
．Ｙ
．
北
京
詐
劇

ペ
キ
ン
・
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
ル

ト

ラ

イ

三田村　信行
分類　913ミ

 

キ
ツ
ネ
の
か
ぎ
や
⑨

　
　
　
　
　

カ
ッ
パ
の
秘
宝

 

キ
ツ
ネ
の
か
ぎ
や
⑨

　
　
　
　
　

カ
ッ
パ
の
秘
宝

キ
ツ
ネ
の
か
ぎ
や
は
、
秘
宝
カ
ッ
パ
玉
の

入
っ
た
　

は
こ
の
か
ぎ
を
あ
け
て
ほ
し
い

と
イ
ノ
シ
シ
村
長
に
た
の
ま
れ
た
の
だ
け

ど…

。!

逃
亡
生
活
か
ら
足
を
洗
い
、
小
さ
な
医
院

を
開
い
て
十
年
。
患
者
は
引
き
も
切
ら
な

い
が
、
厄
介
な
相
談
事
ま
で
持
ち
込
ま
れ

て…

。
時
代
小
説
。

町
医
北
村
宗
哲

町
医
北
村
宗
哲

分類　914カ

，06
年
版
ベ
ス
ト
・
エ
ッ
セ
イ
集
。

珍
し
い
話
、
愉
し
い
話
、
し
み
じ
み
と
し

た
話
な
ど
、
心
に
響
く
珠
玉
の
六
十
編
。

カ
マ
キ
リ
の
雪
予
想

カ
マ
キ
リ
の
雪
予
想

女
刑
事
・
音
道
貴
子
シ
リ
ー
ズ
最
新
刊
。

東
京
・
下
町
の
解
体
工
事
現
場
か
ら
白
骨

死
体
が
三
つ
。
そ
し
て
大
家
で
あ
る
徘
徊

老
人
の
撲
殺
事
件
。
音
道
・
滝
沢
の
名
コ

ン
ビ
復
活
。

風
の
墓
碑
銘

風
の
墓
碑
銘

児

童

書

児

童

書

イ
ギ
リ
ス
か
ら
や
っ
て
き
た
メ
イ
ド
の
ケ
イ

ト
が
殺
人
事
件
の
容
疑
者
？
禁
酒
法
時
代
の

華
や
か
な
り
し
ハ
リ
ウ
ッ
ド
を
舞
台
に
展
開

す
る
、
犬
と
メ
イ
ド
の
本
格
推
理
小
説
。

お
楽
し
み
は
こ
れ
か
ら
だ
！

お
楽
し
み
は
こ
れ
か
ら
だ
！

真瀬　もと
分類　Ｆマ

乃南　アサ
分類　Ｆノ

ポ
ケ
モ
ン
を
さ
が
せ
！

ゆ
う
え
ん
ち
は
お
お
さ
わ
ぎ

ポ
ケ
モ
ン
を
さ
が
せ
！

ゆ
う
え
ん
ち
は
お
お
さ
わ
ぎ

み
ん
な
で
き
た
よ
！
ゆ
う
え
ん
ち
。
あ
っ

ち
で
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
、
こ
っ
ち
で
ワ
ー

ワ
ー
。
ど
こ
も
か
し
こ
も
お
お
さ
わ
ぎ
！

分類　Ｅポ

井上　尚登
分類　Ｆイ

佐藤　雅美
分類　Ｆサ

エ

ピ

タ

フ
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今
回
は
と
て
も
素
直
に
自
分

の
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
た
女
性
と

の
会
話
で
感
じ
た
こ
と
、
あ
ら
た

め
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
っ
た
こ

と
を
伝
え
て
み
ま
す
。

　

こ
の
女
性
（
以
下
彼
女
）
は
、

今
子
育
て
中
な
の
で
、
他
の
お

母
さ
ん
と
接
す
る
機
会
が
あ
り

ま
す
。
あ
る
日
、
彼
女
は
自
分

が
知
っ
て
い
る
大
好
き
な
白
馬

を
、
他
の
お
母
さ
ん
は
あ
ま
り

好
き
で
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ

く
・
・
と
い
う
よ
り
も
、「
好
き

で
は
な
い
・
良
く
思
っ
て
い
な
い
」

と
い
う
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し

ま
す
。好
き
で
は
な
い
理
由
に
は
、

主
に
生
活
の
中
で
の
色
々
な
不

自
由
な
環
境
が
あ
げ
ら
れ
る
よ

う
で
す
。自
然
は
素
晴
ら
し
い
が
、

住
ん
で
み
る
と
色
々
な
こ
と
が
見

え
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

　

ブ
ロ
グ
の
中
で
彼
女
は
、
結

婚
や
子
育
て
で
自
分
の
時
間
が

自
由
に
使
え
ず
、
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
て
い
る
と
き
に
私
を
救
っ
て
く

れ
た
の
は
、
白
馬
の
豊
か
な
自

然
で
し
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。
自

然
へ
の
関
心
や
受
け
止
め
方
、

日
々
の
色
々
な
も
の
へ
の
感
じ
方

は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
み
な
さ
ん
は
こ
の
言
葉
を
ど

う
受
け
止
め
ま
し
た
か
？
こ
れ
か

ら 

の
時
期
は
冷
え
込
み
、
山
が

き
れ
い
に
見
え
ま
す
。
自
然
だ
け

で
な
く
て
も
良
い
で
す
が
、ち
ょ
っ

と
あ
た
り
を
見
回
し
て
、
自
分

の
「
白
馬
っ
て
？
」
と
、
少
し

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

私
た
ち
男
女
共
同
参
画
事
務

局
は
、
こ
の
白
馬
を
住
み
や
す

く
す
る
た
め
に
、
白
馬
の
く
ら
し

も
大
好
き
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
事
業
を
通
じ
て
ち
っ
ち
ゃ
な

こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
見
つ
め
、
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

　

白
馬
村
で
は
、
白
馬
村
男
女 

共
同
参
画
社
会
づ
く
り
計
画
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

に
も
ご
意
見
を
聞
き
、
必
要
と

さ
れ
る
も
の
を
作
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
っ
て
な
に
？

こ
う
思
う
!!
な
ど
な
ど
、
色
々

と
伝
え
た
い
!!
考
え
て
み
た
い
人

も
大
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？？
ご

相
談
も
お
聴
き
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
白
馬
村
役
場

総
務
課（
男
女
共
同
参
画
係
）ま
で

電
話
７
２
―

５
０
０
０

（
内
線
１
２
０
番
）

ちっちゃな事から始めよう

男女共同参画社会の実現を目指して
「白馬」って、みなさんにとってどんなところですか？　どんなことを思いますか？

　

白馬村里山
トレッキング
　10月22日（日）に青鬼のトレッキ
ングを行いました。
　好天に恵まれ、地元青鬼の松倉
広さんの説明を受けながら晩秋の
青鬼を楽しく散策しました。

※白馬村次世代育成支援行動計画関連事業

　恒例のすくすく教室運動会がウイング21で
開催され、みんな元気一杯に走りまわってい
ました。

すくすく教室　運動会開催

白馬席書大会
　10月29日（日）に白馬席書大会が開催されました。
　元気良く筆を走らせ、日頃の練習の成果を披露
していました。

南　沢　菜　子
郷　津　朋　稀
飯　島　聖　也
内　川　佳　祐
小見山かおり
早　川　　敬
輪　湖　里　美

沢　　渡
深　　空
森　　上
白　馬　町
落　　倉
どんぐり
大　　出

白馬新聞社賞
白馬村書道同好会長賞
白馬村観光局長賞
白馬村議会議長賞
白馬村教育委員長賞
白馬村公民館長賞
白馬村長賞

第19回白馬村社会福祉大会のご案内
日　時　平成18年12月２日（土）午後１時30分～
場　所　白馬村役場隣多目的ホール
内　容　開会式
　　　　表　彰
　　　　講　演「さぁ、一緒に歩こう･･･見えない人・
　　　　　　　　見えにくい人のサポートを学ぼう（仮題）」
講　師　広沢里枝子　氏
問合せ　白馬村社会福祉協議会
　　　　（電話72―5000内線510）

2年
3年
4年
5年
6年
6年
1年

南　小
北　小
北　小
北　小
北　小
北　小
白馬中 

　白馬村社協では、住民の連帯と協力に根ざした地域
福祉の推進のため、「ともに生きる福祉の地域づくり」
をテーマに第19回白馬村社会福祉大会を開催します。
　当日は、各種表彰のほか、ＳＢＣラジオ「里枝子の窓」
でアイメイト（盲導犬）と共にパーソナリティをされ
ている広沢里枝子さんをお招きして講演会を行います。
　どなたでもご参加いただけますので、ご近所ご友人、
お子さんとご一緒にお気軽にご参加ください。大勢の
皆さんのお越しをお待ちしております。



河津町静岡県 太地町和歌山県

　秋季火災予防運動消防総合訓練が11月12日（日）に岩岳スキー場駐車場にて行われ、参加者は救出・救助活動、医療・救護活動、
初期消火活動等を訓練し、火災など災害時の心構え・行動等について学びました。
　雪の舞う寒い中での訓練となりましたが、村民の方々にはたくさんの参加をいただき、誠にありがとうございました。

白馬の里にひと集い　くらし健やか　むらごと自然公園白馬の里にひと集い　くらし健やか　むらごと自然公園

広　報 広報

はくばはくば Vol.362

Vol.
362

平成18年11月20日　●発行・白馬村役場　●編集・広報編集委員会

2006

編 集 後編 集 後 記記

11

は
く
ば

伊豆ナンバーが誕生 広州海洋館と学術文化交流締結

姉妹都市コーナー

発
行
・
白
馬
村
役
場
　
〒
399-9393　

長
野
県
安
曇
郡
白
馬
村
大
字
北
城
7025　

　
編
集
・
広
報
編
集
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
http://vill.hakuba.nagano.jp　

電
話
0261-72-5000　

印
刷
　
蔦
友
印
刷
株
式
会
社

人口：11月１日現在9,303人（前月比-5人）男4,629人、女4,674人、3,517世帯

　自動車の「伊豆ナンバー」がお目見えしまし
た。「伊豆はひとつ」の合言葉により、住民の
願いがかなって誕生した伊豆ナンバー。10 月
10 日、JR三島駅前で行われたセレモニーには、
伊豆地区 12 市町の関係者が出席し、テープカ
ットで伊豆ナンバーの誕生を祝いました。風光
明媚な伊豆地域の動く広告塔として、地域振興
への寄与が期待されます。

　９月 14 日、中国の広州海洋館の任迎（レイ・イン）
副社長と李　承唐（リ・チェンタン）館長が当町の
くじらの博物館と学術文化交流を結ぶため、太地町
を訪問しました。広州海洋館は、中国南域に位置す
る広州市内にあり、中国国内でも知名度の高い海洋
館の一つで1998年１月にオープンしています。現在、
バンドウイルカ４頭、南バンドウイルカ４頭、白イ
ルカ２頭、アシカ・アザラシ等 17 頭が飼育されてい
ます。また、同館内にある水槽には数多くの魚類が
展示されています。

　私は八方口にある足湯「薬師の湯」へよく行きます。土日はもとより平日でもお客さん
がおり、白馬を訪れる観光客の憩いの場となっています。
　場所柄白馬の素晴らしい眺望を望むことは出来ませんが、この時期の冷えた空気と対照
的な温泉の暖かさに皆さん寛いでいます。
　行くと必ず観光客の方に話し掛けられますが、その方々とお話できることは、自分の白
馬の見方に変化を与えてくれる良い機会となっています。残念なのは、すぐ前にある塩の
道を走る車が、かなりスピードを出し、話し声を遮るような音を出して通り過ぎていくこ
と・・・アクセルを緩めて車を運転することは、安全運転の為だけでなく、観光の街とし
ても必要な事なのかもしれません。

信州大学山岳科学総合研究所と連携協定締結…２
平成19年度の保育園・保育料について…３
白馬村財政報告③…………………………５
水道の冬じたくについて…………………６

第36回白馬村文化祭………………………１
行事報告・ウイング21ホール公演情報・村人のひろば…２
行事報告・男女共同参画社会の実現を目指して…３
図書館だより………………………………４

館報

人口：11月１日現在9,303人（前月比-5人）男4,629人、女4,674人、3,517世帯
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期別税目

25日
納期限12月

納期の税金 第８期
第３期

国民健康保険税
固定資産税

期別税目

27日
納期限11月

納期の税金
第７期国民健康保険税

11月・12月納期の税金は上記の通りです。納期限におくれないように納めましょう。口座振替にされている方は11月分が
27日振り替え、12月分が25日振り替えとなりますので前日までに残高の確認をお願いします。


